
新型コロナワクチンの12月以降の接種
体制は、集団接種会場の１カ所になりま
す。接種を希望する人は11月中に２回接
種を完了するよう予約をお願いします。
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季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
て

最新の接種率や
ワクチン情報は
こちらから

市ワクチン接種
予約サイト

（24時間対応）

ワクチン接種
予約枠の最新
の空き状況は
こちらから



広 告 広告内容に関する質問などについては、広告スポンサーに直接問い合わせてください。

さまざまな媒体で市政情報発信中！

ホームページ FacebookTwitter YouTube ひろメール カタポケInstagram LINE

大切なお知らせ 泊まって・食べて応援
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●県 都まえばし泊まって応 援1,000円
クーポンを再開しています

●「マエテクまるっと回遊キャンペーン
　第２弾」開催中です

再開により来年
１月１日㈯まで
使用できます。

マエテク公式アプリ マエテクインスタグラムクーポンサンプル
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今号の表紙

取材ノート

広報まえばし
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輪 貫 は 前 橋 市 の 市 章 で す

11
2021

掲載内容は新型コロナウイルス感染症の影響で変更する場合が
あります。最新情報は本市ホームページなどで確認してください。

本市の人口（９月末日現在）

今月の納税

人口：33 万 3,843 人（− 157）
世帯数：15 万 2,518 世帯（＋ 8）
※（ ）内は前月比を表しています。

問 収納課 ☎０２７-８９８-６２２６
国民健康保険税第５期＝
11月30日㈫まで

●日曜・夜間納税相談窓口
11月21日㈰  ８時30分～12時
11月26日㈮ 17時15分～19時30分
場 市役所収納課

今月のお知らせ

納期一覧

年間予定表

4… … 特　集

	 地域に根差す公立大
	 前橋工科大は進化します
6… … 来年４月１日から水道料金改定
………市民説明会を開催します
８… … 活用できる場面が増えています
………マイナンバーカードでお得に便利に
10… … 市民編集のページ
………まちなか工房のおいしい秘密
12… …ＨＥＡＤＬＩＮＥ
14… … いきいきまえばし人・あぐりチャンネル
15… … クローズアップ・新樹
16… … お知らせ
	 19 催し		  ２1 募集、スポーツ
	 ２2 講座・教室	 ２3 税
	 ２4 事業者向け　　　26 子育て世代
	 27 シニア世代、健康
29… … 休日当番医

　滝沢の不動滝です。広葉樹がきれいに色づ
くかどうかは、夏から秋にかけての日当たり・
寒暖差・湿度の３つの気象条件が決め手にな
るようです。赤城山は山頂から山腹にかけて標
高差があるため、場所によっては、11月下旬ま
で紅葉が楽しめます。10月15日から第３弾「愛
郷ぐんまプロジェクト」や県都まえばし泊まっ
て応援1,000円クーポンの交付が再開されまし
た。新型コロナウイルス感染症対策をしっかり
して、近場でゆっくりしてみては。また、ＣＳＦ
対策として、山林に入山した場合は、下山時に
靴底などの泥をよく落としてください。

　本市を拠点に、女子サッカーリーグ（なで
しこ２部）で活躍しているバニーズ群馬ＦＣ
ホワイトスター。今シーズンの最終試合が
10月10日にアースケア敷島サッカー・ラグ
ビー場で実施され、見事３対１で勝利しまし
た。今シーズンは、残念ながら準優勝という
結果でしたが、11月7日㈰に開催する1部リー
グ最下位のチームとの入れ替え戦次第で、1
部リーグへ昇格も視野に。今後も選手たちの
活躍に目が離せません。（浜名）

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-30033



学生と地域をつなげる制度 子どもと科学をつなげる教室

　
広
瀬
団
地
で
学
生
の
生
活
支
援
体
制
を

構
築
す
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
、
来
年

度
か
ら
本
格
的
に
展
開
予
定
。
学
生
が
生

活
全
般
の
支
援
を
受
け
つ
つ
、
自
ら
も
生

活
支
援
や
団
地
再
生
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
、
卒
業
後
は
県
内
で
就
職
・
起
業

し
定
住
者
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の
支
援

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

問 લ޻ڮՊେ�ὸ̌̎ ʖ̓̎ ̒̑ ʖ̌ ̍̍ ̍

　前橋工科大は、地域の人々や産業界とつながり
ながら、人とまちづくり、地元産業の発展に力を
注いでいます。

地域に根差す公立大
前橋工科大は進化します

　地域団体が主催する行事のボランティア
活動や大学主催の地域貢献事業活動を案内
する、地域貢献学生スタッフ登録制度を実
施中。登録学生は、自治体主催の活動や地
域の環境美化活動、大学主催の地域交流活
動で活躍しています。

　毎年８月にこども科学教室を開催。子ど
もたちが楽しみながら科学と触れ合うこと
ができる地域交流イベントとして、学生と
教職員が一体となって取り組んでいます。

循
環
型
学
生
支
援

「
リ
フ
ォ
ー
ト
」

地域の人と学生の活動の様子（焼き芋）

4時೔࣌　場৔ॴ　対ର৅　￥අ༻　持༻ҙ͢Δ෺　申ਃしࠐΈ　問໰͍߹Θͤ 広報まえばし　11月号



　
学
生
が
Ｊ
Ｒ
群
馬
総
社
駅
と
周
辺
地
域

を
対
象
に
、
空
間
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
・
プ

ロ
ダ
ク
ト
の
各
観
点
か
ら
こ
れ
か
ら
の
デ

ザ
イ
ン
を
作
成
。
周
辺
住
民
と
共
に
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

　
同
大
は
、
学
科
を
２
学
群
に
再
編
し
ま
す
。
幅
広
い
知
識
や
俯
瞰
的

視
野
を
持
つ
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
深
い
専
門
性
を
学

ぶ
た
め
の
教
育
に
加
え
て
、
分
野
横
断
的
な
学
び
を
重
視
。
時
代
の
変

化
に
迅
速・柔
軟
に
対
応
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

社
会
で
活
躍
す
る
工
学
系
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
な
お
、
学
部
で
の
夜

間
開
講
は
廃
止
し
ま
す
。

変
更
点
＝
❶
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
高
い
情
報
学
分
野
や
デ
ザ
イ
ン
分
野
の

基
礎
科
目
を
必
修
化
❷
学
生
は
、学
修
成
果
や
自
ら
の
希
望
に
応
じ
て
、

２
年
次
に
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
専
門
分
野
）
を
選
択
❸
自
分
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
以
外
で
も
同
じ
学
群
内
の
科
目
を
履
修
可
能
❹
社
会
や
学
生

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
革
に
柔
軟
に
対
応

　

以
前
、
静
岡
県
浜
松
市
に
あ
る
浜
松
ホ

ト
ニ
ク
ス
の
当
時
の
社
長
・
晝
馬
輝
夫
さ

ん
に｢

幸
運
の
女
神
に
は
前
髪
し
か
な
い｣

と
い
う
話
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
彼

女
を
捕
ま
え
る
た
め
に
は
先
回
り
し
て
、

彼
女
が
現
れ
た
と
き
に
そ
の
前
髪
を
つ
か

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
常

に
先
回
り
し
て
待
っ
て
い
な
い
こ
と
に
は
、

幸
運
は
つ
か
ま
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

来
年
４
月
に
前
橋
工
科
大
は
、
学
科
を

再
編
し
ま
す
。「
将
来
変
貌
す
る
社
会
に
対

応
で
き
る
大
学
組
織
の
形
成
と
人
材
の
育

成
」
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
全
く
先
の
読
め

な
い
現
代
で
す
。
先
を
読
ん
で
挑
戦
す
る

こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
再
編
が
時
代
を
先
取
り
し
、
幸
運
の

女
神
を
捕
ま
え
る
挑
戦
に
な
る
こ
と
を
祈

っ
て
い
ま
す
。

学長
コメント

今村 一之さん

建築・都市・環境
工学群
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デ
ザ
イ
ン

来
年
４
月
か
ら
学
科
を
再
編
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水道料金改定に係る市民説明会
日時 会場 定員

11 月 20 日㈯ 14 時 30 分 第二コミュニティセンター
（保健センター内） 60 人程度

11 月 23 日㈫ 10 時 芳賀市民サービスセンター 50 人程度
14 時 30 分 桂萱市民サービスセンター 90 人程度

11 月 27 日㈯ 10 時 第一コミュニティセンター
（桃井小内） 各 40 人程度

14 時 30 分 上川淵市民サービスセンター
11 月 28 日㈰ 10 時 元総社市民サービスセンター 50 人程度

12 月 4 日㈯ 10 時 第三コミュニティセンター
（総合教育プラザ内） 80 人程度

14 時 30 分 南橘市民サービスセンター 140 人程度

12 月 5 日㈰ 10 時 富士見公民館 90 人程度
14 時 30 分 大胡公民館 50 人程度

12 月 11 日㈯ 10 時 清里市民サービスセンター 40 人程度
14 時 30 分 総社市民サービスセンター 70 人程度

12 月 12 日㈰ 10 時 東市民サービスセンター 90 人程度
14 時 30 分 第五コミュニティセンター 50 人程度

12 月 18 日㈯ 10 時 宮城公民館 120 人程度
14 時 30 分 粕川公民館 150 人程度

12 月 25 日㈯ 10 時 総合福祉会館社会適用訓練室 40 人程度
14 時 30 分 下川淵市民サービスセンター 50 人程度

12 月 26 日㈰ 10 時 永明市民サービスセンター 各 40 人程度14 時 30 分 城南支所

公開講座
日時  テ－マ・講師

1 11 月 12 日㈮
18 時～ 19 時 30 分

風景学入門 - 風景の楽しみ方を学ぶ（同大教
授・小林 享さん）

2 11 月 17 日㈬
18 時～ 19 時 30 分

地域の共助力向上に向けて－大規模自然災害
時の安全安心のまちづくり（同大准教授・辛
島 一樹さん）

3 11 月 19 日㈮
18 時～ 19 時 30 分

サイバー犯罪から身を守るセキュリティ対策
（同大教授・三河 賢治さん）

4 11 月 25 日㈭
18 時～ 19 時 30 分

ヒトに寄り添ったデザインを考える - 脳波から
読み解くヒトの認知処理 （同大助教授・赤間 
章英さん）

5 12 月３日㈮
18 時～ 19 時 30 分

植物はどのようにして育つのだろうか？－植物
にもある「ホルモン」の役割（同大教授・本
多 一郎さん）

6 12 月 17 日㈮
18 時～ 19 時 30 分

神経科学から感性工学へのアプローチ～｢脳｣
の科学と ｢こころ｣ の科学をものづくりで繋ぐ

（同大教授・首藤 文洋さん）

専門講座
日時  テ－マ・講師

1 12 月２日㈭
18 時～ 19 時 30 分

人間生活遺構論（早稲田大名誉教授・入江 
正之さん、コーディネーター・石川 恒夫さん）

2 12 月９日㈭
18 時～ 19 時 30 分

ガウディ研究の現在（早稲田大名誉教授・入
江 正之さん、コーディネーター・石川 恒夫
さん）

3 12 月 10 日㈮
18 時～ 19 時 30 分

「つながるランドスケープ」- 地球規模の環
境変化と身近な生活環境をつなげるランドス
ケープデザインの可能性（office ma 代表・
オウミ アキさん、コーディネーター・杉浦 榮
さん）

4 12 月 14 日㈫
18 時～ 19 時 30 分

シックハウスからヘルシービルディングへ（東
京都市大名誉教授・坊垣 和明さん、コーディ
ネーター・石川 恒夫さん）

5 12 月 22 日㈬
18 時～ 19 時 30 分

カーボンニュートラルに向けた建築環境の設
計理念（東北大名誉教授・吉野 博さん、コー
ディネーター・三田村 輝章さん）

˞֤ճ̍ 予定Ͱ͢ɻ࠵間ఔ౓ͷ։࣌
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【最優秀賞】
東小６年　長井 紀々香さん

武澤 久《銀河》
アーツ前橋蔵

火災が発生しやすい季節
火災対策を再確認して

芸術の根源
さまざまな生の軌跡

周辺への配慮
野外焼却はやめましょう

問 予防課　 ☎０２７‐２２０‐４５０７

問 アーツ前橋　 ☎０２７‐２３０‐１１４４

問 東消防署　 ☎０２７‐２８３‐３３９９

　11月９日㈫から15日㈪まで秋の火災
予防運動を実施。命を守るための習慣や
対策を確認してください。
● ４つの習慣
　❶寝たばこをしない ❷ストーブは燃えやすいものか
ら離す ❸こんろを使うときは火のそばを離れない ❹
コンセントは定期的に清掃し、不必要なプラグは抜く。
● ６つの対策
　❶火気器具は安全装置の付いたものを使用する 
❷住宅用火災警報器を設置する ❸防炎品を使用する 
❹家庭用消火器を設置する ❺高齢者は避難経路を
確認しておく ❻地域ぐるみの防火対策。
● 住宅用火災警報器の設置を
　全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付け
られています。防災用品を取り扱う販売店やホームセ
ンターで購入できます。電池切れが起こる可能性があ
るため、半年に１回を目安に作動確認をしてください。
● 放火を防ぐために
　❶家の周りは明るくして燃えやすいものを置かな
い ❷物置などには鍵を掛ける ❸郵便受けに郵便物
をためない ❹ごみは指定された日時に出す。

　アーツ前橋で「生の軌跡―Traces of life」展を開
催。本展では「軌跡」をテーマとして、収蔵作品を中心
に絵画や写真、映像、立体、インスタレーションなどの
作品を紹介します。
　芸術の根源とされる無意識の「軌跡」として表出す
る線や抽象的なイメージに着目。感覚的に鑑賞するこ
とで、誰もが子どもの頃に持っていた自由な心を呼び
覚まします。県内の美術館や所蔵家、地域ゆかりの作
家の作品も加え、作品同士が共鳴し合うことで、同館
所蔵作品の新たな魅力を伝えます。

　関連イベントは同館ホームページをご覧ください。
時 11月13日㈯〜来年３月６日㈰（水曜・12月28日㈫
〜来年１月４日㈫は休館）、10時〜18時（入場は17時
30分まで）
￥ 〈一般〉５００円〈学生・65歳以上・10人以上の団体〉
３００円（高校生以下・障害者手帳を持つ人と介護者１
人・来年１月９日㈰は無料）

　空気が乾燥し、野焼きや枯れ草焼きによる火災
が多発しています。11月は野焼き火災防止キャン
ペーン。消防車両によるパトロールを強化します。
焼却行為は、環境への影響や付近住民の迷惑に
なるだけでなく、火災の原因になります。稲わらや
枯れ草は適正に処理しましょう。

● 防火ポスター
　 入賞作品決定
　小中学生が描いた防火
ポスターコンクールの入
賞作品を本市ホームペー
ジで公開しています。

詳しくは
こちらから

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-30037



マイナンバーカード出張申請日程
会場 期日

元総社市民サービスセンター 11 月９日㈫・10 日㈬
南橘市民サービスセンター 11 月 11 日㈭・12 日㈮
清里市民サービスセンター 11 月 15 日㈪

下川淵市民サービスセンター 11 月 18 日㈭・19 日㈮
永明市民サービスセンター 11 月 24 日㈬・25 日㈭

城南支所 11 月 29 日㈪・30 日㈫
桂萱市民サービスセンター 12 月６日㈪・７日㈫
芳賀市民サービスセンター 12 月９日㈭・10 日㈮
東市民サービスセンター 12 月 14 日㈫・15 日㈬

総社市民サービスセンター 12 月 16 日㈭・17 日㈮
上川淵市民サービスセンター 12 月 20 日㈪・24 日㈮

市役所１階特設窓口、
大胡・宮城・粕川・富士見支所 平日

で༺׆ Δ͖৔໘͕૿͍͑ͯ·͢
ϚΠφϯόʔΧʔυで͓ಘʹศརʹ

マイナンバーカードの申請受け付け

マイタクの利用登録を同時に

マイナポイントの申請期限迫る

問 ະདྷ੓ࡦ՝ɹ�ὸ̌̎ ʖ̓̔ ̕ ʖ̔̒ ̑̍ ̏

問 ຽ՝ɹ�ὸ̌̎ࢢ ʖ̓̔ ̕ ʖ̔̒ ̍̌ ̍

問 ަ௨੓ࡦ՝ɹ�ὸ̌̎ ʖ̓̔ ̕ ʖ̔̑ ̔̐̐

問 ະདྷ੓ࡦ՝ɹ�ὸ̌̎ ʖ̓̔ ̕ ʖ̔̒ ̑̍ ̏

ɹશॅຽΛࢦ定͠௨஌͍ͯ͠Δ��ܻͷ൪߸ɺϚΠφϯόʔɻ๏ྩʹ定ΊΒΕ
ͨࣾձอো΍੫ɺ֐ࡂରࡦ෼໺ͷखଓ͖ʹͯͬݶར༻Ͱ͖·͢ɻར༻΍ఏ
ɺ̓ڙ શ؅ཧͳͲʹ͸一定ͷϧʔϧ͕͋Γɺ๏ྩʹ定ΊΒΕ͍ͯΔ৔߹Λআ
͖ɺऩू΍อ؅͸͞ࢭېΕ͍ͯ·͢ɻ一ํɺϚΠφϯόʔΧʔυ͸ɺݸਓͷਃ
੥ʹΑΓަ෇͞ΕΔࣸإਅೖΓͷΧʔυɻ̞̘ νοϓ͕౥͞ࡌΕ͍ͯͯɺΦϯϥ
Πϯखଓ͖ͷࡍʹ͸ҹؑͷ୅ΘΓͱͳΔి໌ূࢠॻ͕ه࿥͞Ε͍ͯ·͢ɻຽ
間ऀۀࣄΛؚΊɺ͞ ·͟·ͳαʔϏεʹ׆༻͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

ɹӈ表ͷձ৔ͰϚΠφϯόʔΧʔυͷਃ੥Λड͚
෇͚ɻ৓ೆࢧॴͱ֤ࢢຽαʔϏεηϯλʔͷड෇࣌
間͸͔࣌��Β࣌��·ͰͰ͢ɻͨ ͩ͠ɺࠞ Αʹگঢ়ࡶ
Γड෇࣌間಺Ͱ΋ड෇ΛకΊ੾Δ৔߹͕͋Γ·͢ɻ
ɹࣸإਅΛࡱӨ͠ɺຊਓ֬ೝͱ҉ূ൪߸ͷઃ定Λ࣮
ɻΧʔυ͸ॻཹ༣ศͰࣗ୐ʹ༣ૹ͠·͢ɻࢪ
持�௨஌Χʔυɺࣸإਅ෇͖ͷຊਓ֬ೝॻྨ
ʢͳ͍ਓ͸݈߁อূݥ΍年ۚखாͳͲ̎ ఺ʣ

ɹ্هͷग़ுਃ੥Ͱ͸ϚΠλΫͷొ࿥΋Ͱ͖·͢ɻ
Δਓ͸ɺϚΠφϯόʔ͍ͯͬ࢖ͷར༻݊Λࢴࡏݱ
Χʔυར༻ʹ੾Γସ͍͑ͯͩ͘͞ɻ͜ ͷखଓ͖Λ͠ ͳ
͍৔߹͸དྷ年̐ ݄͔ΒϚΠλΫ͕ར༻Ͱ͖ͳ͘ͳΓ
·͢ɻΧʔυΛ͍ͯͬ࣋ʹطΔਓͰ΋ϚΠλΫొ࿥
͕ඞཁͳ৔߹͕͋Γ·͢ɻৄ ͘͠͸໰͍߹Θͤͯ͘
͍ͩ͞ɻ
ɹͳ͓ɺϚΠφϯόʔΧʔυͷਃ੥͔Βަ෇·Ͱ͸̎
Χ݄͔Β̏ Χ݄΄Ͳ͔͔Γ·͢ɻૣ Ίʹखଓ͖ͯ͘͠
͍ͩ͞ɻ
持�ϚΠφϯόʔΧʔυɺোऀ֐खாͳͲ

ɹϚΠφϙΠϯτͱ͸ɺਃ͠ࠐΜͩΩϟογϡϨεܾࡁ
αʔϏεͰνϟʔδ΍ങ͍෺Λ͢Δͱɺར༻ֹۚʹର͠
�� ʢ্̀̑ݶ ɼ̌̌ ԁ̌ʣ෼ͷϙΠϯτ͕෇༩͞ΕΔ΋ͷɻ̐
݄຤·ͰʹϚΠφϯόʔΧʔυΛਃ੥ͨ͠ਓͷΈ͕ର
৅ͰɺಉϙΠϯτͷਃ੥期ݶ͸��݄຤·ͰͰ͢ɻࢧԉ೔
ఔͳͲͷ࠷৽ͷ৘ใ͸ຊࢢϚΠφϙΠϯτಛઃ
ϖʔδΛ͝覧ͩ͘ ͍͞ɻ
時ɾ場ʪࢢ໾ॴ̍ ֊ಛઃ૭ޱʫฏ೔ʪେމɾٶ৓ɾപ઒ɾ෋
ॴʫִࢧݟ࢜ िͷฏ೔ɺ࣌̕ʙ࣌��ʪ͚΍͖΢ΥʔΫલ
࣌��ʙ࣌��ொೋஸ໨ʣʫ౔೔༵ɺژʢจڮ
持�ϚΠφϯόʔΧʔυɺϚΠφϯόʔΧʔυͷ҉ূ൪
߸̐ ܻɺ࢖༻͢ΔΩϟογϡϨεܾࡁαʔϏεͷొ࿥৘
ใͳͲ

マイナンバーカードで

できること

ɹશࠃͷίϯϏχͳͲʹ͋ΔϚ
ϧνίϐʔػͰɺ̒࣌��෼͔Β��
ϝϯςφϯثػɾ࢝Ͱʢ年຤年·࣌
ε೔ͳͲΛআ͘ʣɺॅ ຽථ΍ҹؑ
ొ࿥ূ໌ॻɺॴಘɾ՝੫ূ໌ॻΛ
૭ޱΑΓ̍ ̌̌ ԁ҆̍͘ ௨̎ ̑̌ ԁͰ
औಘͰ͖·͢ɻ

ɹࣄલొ࿥ࡁΈͷϚΠ
φϯόʔΧʔυ͸ɺΧʔυ
Ϧʔμʔ͕ઃஔ͞Εͨҩ
ͳͲʢ˞ʣͰɺ݈ؔػྍ ݥอ߁
ূͱ͠ ͯར༻Ͱ͖·͢ɻ
�˞ΧʔυϦʔμʔ͕ͳ
͍ҩྍؔػͳͲͰ͸
อ߁ͰͲ͓Γ݈·ࠓ
ඞཁͰ͢ɻ͕ূݥ

ɹࠞ͢ࡶΔ֬定ਃࠂձ৔
ʹ͸͔ͣߦɺࣗ ୐ͰεϚ
ϗ΍ύιίϯ͔Βਃࠂॻ
Λ࡞੒ɾఏग़Ͱ͖·͢ɻ
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11
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㈰
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ッ
ク
オ
ϑ

場 

ਖ਼
田
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ス
タ
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Ξ
ム
群
馬
ớ
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ౡ
ொ
Ờ

施設名 ネーミングライツ料
多目的アリーナ　問 公営事業課 ☎ 027-235-2000
グリーンドーム前橋 1,100 万円
スポーツ施設　問 スポーツ課☎ 027-898-5832
宮城体育館 50 万円
王山運動場

各 20 万円

清里方面運動場
大胡総合運動公園
三俣テニスコート
前橋総合運動公園テニスコート
大胡体育館
富士見総合グランド
千本桜野球場
児童館　問 子育て施設課☎ 027-220-5706
朝倉児童館

20 万円大友児童館
下小出児童館
粕川児童館
都市公園　問 公園管理事務所☎ 027-225-2116
足軽茂木公園 20 万円
駐車場　問 道路管理課☎ 027-898-6822
前橋大島駅北口駐車場、前橋大
島駅南口駐車場 20 万円
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˞�ωʔϛϯάϥΠπྉ͸�年౰ͨΓͷ࠷௿Ԡืۚ ʢֹ੫ൈʣͰ
͢ɻֹۚࡌهҎ্Ͱਃ͠ࠐΜͰ͍ͩ͘͞ɻ

̥ࣗࣾ ̧ʹ ͠༺׆ ͯ
ઃʹ৽ͨͳѪশΛืूࢪ༗ࢢ
問 ੓՝ɹ�ὸ̌̎ࡒ ʖ̓̔ ̕ ʖ̔̒ ̑̐̏

ɹӈ表ͷࢢ༗ࢪઃʹ໊ۀا΍঎඼໊ͳͲΛ෇͚Δωʔϛϯ
άϥΠπεϙϯαʔΛɺ��݄��೔ ·Ͱืू͠·͢ɻܖ໿͸
དྷ年̐ ݄̍ ೔ ͔Β̏ 年間ʢάϦʔϯυʔϜલڮ͸̐ 年間ʣɻεϙ
ϯαʔ͸৹ࠪΛܾͯܦ定͠·͢ɻωʔϛϯάϥΠπྉ͸ɺࢪઃ
ͷ؅ཧӡӦ΍αʔϏεͷ׆ʹ্޲༻ɻͳ͓ɺࠓճͷืू͔Βɺ
ωʔϛϯάϥΠπΛಋೖ͢ΔࢪઃΛ͕ऀۀࣄఏҊ
͢Δํࣜ΋ซ࣮ͤͯ͠ࢪ·͢ɻৄ ͘͠͸ຊࢢϗʔϜ
ϖʔδΛ͝覧͍ͩ͘͞ɻ
ਃࠐॻの഑෍ʹ֤ࢪઃ୲౰՝ͰɻຊࢢϗʔϜϖʔδ͔Βμ΢
ϯϩʔυ΋Ͱ͖·͢
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SNSも見てください！

ΠϯελάϥϜ ϑΣΠεϒοΫ

内
で
ピ
ザ
窯
の
製
造
を
し
て
い
る
増
田
煉
瓦
。

　
増
田
煉
瓦
は
、代
々
れ
ん
が
を
専
門
で
取

り
扱
う
会
社
で
、県
庁
に
も
そ
の
れ
ん
が
が

使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。現

在
は
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
れ
ん
が
の
可

能
性
も
変
化
さ
せ
て
、れ
ん
が
を
使
用
し
た

ピ
ザ
窯
を
製
造
し
て
い
ま
す
。金
属
も
溶
け

る
よ
う
な
高
温
度
に
耐
え
る
必
要
が
あ
る
ピ

ザ
窯
は
、れ
ん
が
な
ら
で
は
の
調
理
器
具
で

す
。前
橋
で
過
去
に
開
催
さ
れ
た「
キ
ン
グ
オ

ブ
ピ
ッ
ツ
ァ
」と
い
う
ピ
ッ
ツ
ァ
の
頂
点
を
決

め
る
イ
ベ
ン
ト
で
も
増
田
煉
瓦
の
ピ
ザ
窯
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
群
馬
県
は
小
麦
の
産
地
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、ピ
ザ
で
前
橋
を
元
気
に
し
た
い
と
社
長

の
増
田
さ
ん
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
中
央
通
り
商
店
街
を
歩
い
て
い
る
と
、赤

い
屋
根
に
ガ
ラ
ス
張
り
の
建
物
が
あ
り
ま

す
。ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
に
は
キ
ッ
チ
ン
や
レ
ン

ガ
の
窯
が
ち
ら
り
と
見
え
ま
す
。ド
ア
に
は

大
き
な
文
字
で「
ま
ち
な
か
工
房
」と
書
か
れ

た
紙
が
。今
回
は
こ
の
、ま
ち
な
か
工
房
を
取

材
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
な
か
工
房
は
、ま
ち
づ
く
り
公
社

が
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
管
理
を
し
て
い

る
施
設
。ま
ち
づ
く
り
公
社
は
、前
橋
の

ま
ち
な
か
を
活
性
化
す
る
た
め
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
管
理
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、情
報
発
信
な
ど
を
し
て
い
る
ま
ち
の

縁
の
下
の
力
持
ち
で
す
。

　
工
房
で
は
調
理
器
具
や
皿
な
ど
が
自
由

に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、料
理
人
を

目
指
す
人
が
試
作
な
ど
で
利
用
す
る
こ
と

も
。ま
た
、調
理
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
は
も
ち
ろ

ん
、講
座
や
会
議
な
ど
、幅
広
い
世
代
の
人

が
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

❖
な
ぜ
ピ
ザ
窯
が
あ
る
の
？

　
ま
ち
な
か
工
房
に
は
本
格
的
な
ピ
ザ
窯
が

あ
り
ま
す
。ピ
ザ
窯
を
貸
与
し
て
い
る
の
は
市

·ͪ ͳ͔ ๪ͷ͓޻ ͍͠ ͍ൿີ
୲当ɹখপ�๎ᏻɺࡔҪ�ຑ༝
問 ·ͪͮ Γ͘ެࣾ�ὸ̌̎ ʖ̓̎ ̔ ʖ̑̕ ̑̒̑

͕۩ثຊͷௐཧج

あ
り
ま
す
。ピ
ザ
窯
を
貸
与
し
て
い
る
の
は
市

増田さん
増田煉瓦

大友さん
まちづくり公社
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　増田煉瓦の社員・ニコーラさん指導の下、実際にピザづくり
を体験しました。作ったのはピザの定番・マルゲリータ。４００度
を超える高温の窯の中、90秒間で焼き上げます。生地の伸ばし
方やトッピングの乗せ方は慣れてくると楽しめましたが、焼き加
減を調整するために窯の中で長いスプーンのような調理器具を
使用してピザを回転させるのはなかなかの難易度でした。

編集後記

小沼 　まちなか工房にはまちで頑張る人と人との
つながりがありました。中央通りを通るときは、
ガラスの向こうをのぞいてみてほしいです。

坂井 　使用料を支払えば市内外を問わず誰でも利用
できるので、より多くの人に知ってもらいたい施
設だと思いました。

ຊ ʂ֨ϐβͮ͘ りΛମݧ

❖
ま
ち
な
か
工
房
の

　

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

　
ま
ち
な
か
工
房
は
、誰
も
使
用
し
て
い
な

かっ
た
建
物
を
再
利
用
し
て
始
まっ
た
そ
う
で

す
。こ
れ
ま
で
に
は
個
人
で
紅
茶
教
室
を
開
く

人
や
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
ピ
ザ
を
販
売
す
る
た

め
に
工
房
で
試
作
を
し
た
人
も
い
ま
し
た
。ま

た
、調
理
学
校
の
生
徒
と
し
て
工
房
の
ピ
ザ

窯
を
利
用
し
た
こ
と
を
きっか
け
に
ピ
ザ
職
人

に
なっ
た
人
も
い
た
そ
う
。工
房
は
単
な
る
調

理
体
験
ス
ペ
ー
ス
に
と
ど
ま
ら
ず
、可
能
性
を

広
げ
る
出
発
点
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

つ
く
る
場
所
と
なって
い
ま
し
た
。

　焼きたてのマルゲリータは生地はもっち
り、チーズはアツアツで大変おいしかった
です。生地に使った小麦粉は前橋産の小
麦も多く扱う食品メーカーのもの。増田さ
んは、今後は全ての材料を前橋産にして、
一次産業から二次産業、三次産業とみん
なで前橋を盛り上げたいと語っていまし
た。全ての食材を前橋産で作ることがで
きたら、前橋の魅力がぎゅっと詰まったも
のになると思いわくわくしました。

ϐβͮ り͘ମݧイϕϯτΛ

։࠵த

まちなか工房では、来年１月までピザ教室を開
催。市内の店舗を中心とする７店舗が講師とな
り、本格的なピザづくりを体験でき
ます。詳しくはキングオブピッツァ公
式ホームページをご覧ください。

場�千代田町二丁目8‐11
時�10時～20時
詳しくはまちづくり公社へ問い
合わせるか、
同社ホーム
ページをご覧
ください。

�·ͪͳ͔޻๪
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問 �ަ ௨੓ࡦ՝　ὸ０２７-８９８-６２６̏

問�อ݈༧๷՝　ὸ０２７-２２０-̑７７９

問�લڮՖՐେձ࣮ࢪҕһձ　ὸ０２７-２̏̑-２２１１

問�೶੓՝　ὸ０２７-８９８-̑８ １̐

問�લڮಫͷࢪ࣮ࡇࢢҕһձɾେ઒͞Μ　ὸ０２７-２ １̏-̑６̐̐

まえばしγΣΞαΠΫϧʮ͔͋͗DPHCFʯͷܕޫ؍　
ӡ༻Λ։࢝しましͨɻ্ిԊઢͷαΠΫϧϙʔτ͔Β
੺৓ࢁ΁ͷεϩʔπʔϦζϜͳͲʹศརͰ͢ɻαΠΫ
ϧϙʔτ͸શ̏Χॴɻར༻ʹ͸ઐ༻ΞϓϦʮFDPCJLFʯ
ͷར༻ొ࿥͕ඞཁͰ͢ɻඅ༻ͳͲৄし͘
͸͔͋͗DPHCFϗʔϜϖʔδΛ͝ཡͩ͘
͍͞ɻ

1ݶ͸্ؒ࣌�౰ͨΓ���ԁʢ̑ʙ1ؒ࣌̍�￥���ԁɻ
্ిׂҾ༗Γʣ
˔͔͋͗DPHCF։ه࢝೦・ϞχλʔπΞʔJOळの੺৓
ೆ࿢
時�11月̒೔​࣌̕ʙ1࣌�
ू߹৔ॴʹதԝલڮӺͷαΠΫϧϙʔτ
対���ࣸਅ΍ΞϯέʔτͳͲʹྗڠՄೳͰ��
Πϯνࣗసंʹ৐ΕͯΞϓϦΛར༻Ͱ͖
Δਓɺઌண1�ਓ
申�11月̐೔ 1࣌�まͰʹ"LBHJ�USJQ༧໿αΠτͰ

　ౙ͸ΠϯϑϧΤϯβ΍ϊϩ΢ΠϧεͳͲͷײછ঱͕
΍ඓ೪ບ޴૩͢Δͱɺס͕ؾઅɻۭقし΍͍͢ߦྲྀ
ͷ΢ΠϧεΛ๷͙ྗ͕௿Լしɺ֏΍͘しΌΈ͕ΑΓԕ
͘まͰඈͼま͢ɻ֎ग़ޙ΍৯ࣄલʹ͸ஸೡʹ͚ͤͬΜ
ͰखΛચ͍ɺ֏΍͘しΌΈͷ঱ঢ়͕͋Δͱ͖͸ϚεΫ
Λしましΐ͏ɻまͨɺόϥϯεͷऔΕͨ৯ࣄͱे෼ͳ
ਭ຾΋৺ֻ͚ましΐ͏ɻମௐෆྑΛͨ͡ײΒɺૣΊ
ʹҩྍؔػͰड਍し͍ͯͩ͘͞ɻ

　৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ײછ֦େͷҰࠁ΋ૣ͍
ऩଋئفͱɺདྷ೥౓ͷલڮՖՐେձͷ։࠵ʹͭͳ͛
ΔՖՐΛଧ্ͪ͛ま͢ɻՖՐͷ༷ࢠ͸܈അςϨϏͰ

ੜ์ૹɻײછ঱֦େ
๷ࢭͷͨΊɺࣗ୐ͷ
ςϨϏͰ͝ཡͩ͘͞
͍ɻଧ্ͪ͛ձ৔Ͱ
ͷ؍ཡ੮΍றं৔ͷ
ઃஔ͸͋ΓまͤΜɻ
時�11月��೔ 1࣌���
෼ʙ࣌��
場�རࠜ઒Տ൞ʢதԝ
େڮʙ܈അେؒڮՏ
઒྘஍ʣɺݝி੢ଆ

　੺৓ͷܙϒϥϯυೝূ඼ΛؚΉΪϑτ঎඼Λૹྉ
ແྉͰߪೖͰ͖ΔʮଃΔɺ੺৓ͷܙ　ౙΪϑτʯΛ։
Έ෼Ͱɺࠐɻର৅͸11月1�೔ ʙ1�月1�೔ ਃし࠵
དྷ೥̍月��೔ まͰʹൃૹしま͢ɻৄし͘͸ຊࢢϗ
ʔϜϖʔδΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

೥ࠓʢ͓ಫ͞まʣΛࡇΒ਌しまΕ͖ͯͨେಫ͔͘ݹ　
΋։࠵しま͢ɻ఻౷ͷಫͷࢢ΍۽໺ീ

㇄ ㆟
ᄔӊ

ㆋ㇉㆙
ਆָࢠࢰ

఻ঝձͷӸපୀࢄไೲࢠࢰਆָɺ෺࢈ಛചձͳͲΛ
しま͢ɻࢪ࣮
時� 11月̕೔ 11࣌
ʙ1࣌�
場� ۽ ໺ਆࣾڥ಺
ʢઍ୅ాொࡾஸ໨ʣ

cogbeで੺৓ࢁ΁
࢝γΣアサイクル͔͋͗cogbeΛ開ܕޫ؍

ཡ͸テϨϏ͔Β؍
ίϩφ収ଋئفͷՖՐΛଧ্ͪ͛

੺৓ͷܙΪϑτΛେ੾ͳਓ΁
ૹྉແྉΩϟンペーンΛ࣮ࢪ

ق࣌૩すΔס͕ؾۭ
ౙͷײછ঱にؾΛ෇͚ͯ

఻౷ΛҾき͗ܧます
࠵Λ開ࡇͷେಫྫ߃
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問 県前橋土木事務所　☎０２７-２３４-４２２４

問 まちづくり公社　☎０２７-２８９-４７６４

問 県住宅供給公社前橋支所　☎０２７-８９８-６９８６

問 まちづくり公社　☎０２７-２８９-４７６４

問 まちづくり公社　☎０２７-２８９-４７６４

　県道南新井前橋線バイパス整備事業で、旧・高崎
渋川線から関越自動車道駒寄スマートＩＣまでの２期
工区（約１.１km）が開通しました。３月に開通した３
期工区（約０.９km）と合わせると、県道高崎渋川線
バイパスから駒寄スマートＩＣまでの約２kmがつなが
りました。

　11月23日㈫、楽歩堂前橋公園を発着点にウオーキ
ングジャンボリーを開催。参加証と記念バッジ、前橋
の天然水「アカギノメグミ」がもらえます。完歩した
人には完歩賞も。日本市民スポーツ連盟の認定も受
けられます。
受付時間＝〈18km・10km〉 ８時 〜９時〈 ５km〉
９時〜９時30分
場 楽歩道前橋公園内みどりの散策エリア
対 健康な人（小学生以下は保護者同伴）
￥ 大人700円（当日は900円）
申込書の配布＝市役所スポーツ課、各支所・市民サ
ービスセンター・市有体育施設で
申 11月12日㈮までに申込書に記入し、ゆうちょ銀行
から郵便振替で

　特別市営住宅「住吉第一団地」
の入居者を募集。事前予約で見
学ができます。なお、入居には
所定の要件があります。詳しく
は問い合わせてください。
構造＝鉄骨鉄筋コンクリート造
10階建でエレベーター付
設備＝エアコン２台、洗面化粧台、
温水洗浄便座、モニター付インターホン、ユニットバス、
駐車場
家賃＝〈Ａタイプ（３ＤＫ）〉５万600円〈Ｂタイプ（３
ＤＫ）〉５万3,300円〈Ｃタイプ（４ＤＫ）〉５万9，
300円

　前橋シクロクロス大会を開催。オフロード自転車で
柵や階段などの障害物を乗り越えながらスピードを競
います。詳しくは同大会ホームページをご覧ください。
時 11月21日㈰８時
場 岩神緑地（ヤマダグリーンドーム前橋第
６駐車場北側特設会場）
申 11月15日㈪までに同大会ホームページで

　ウオーキングトライ教室を開催。参加者はトライ期間
（12月１日㈬〜来年２月28日㈪）にスマホアプリから
歩数ランキングに参加できます。
時 11月27日㈯10時〜11時30分
場 前橋総合運動公園
対 市内在住の高校生以上でスマホを持っている人、先
着50人
講師＝まちづくり公社・八木均さん
￥ 200円
申 11月５日㈮〜19日㈮、９時〜17時にまちづくり公社へ

旧高渋線から駒寄ＩＣまで
南新井前橋線２期工区が開通

古墳や公園を歩いて巡る
ウオーキングジャンボリー

住吉第一団地
入居者を随時募集しています

自慢の自転車で
障害物を乗り越えて

スマホで歩数測定
ウオーキングにトライ

吉岡町
吉岡町

前橋市

前橋市

陣場

駒寄スマート IC

雛子
榛東村

高崎市

県
道
前
橋
伊
香
保
線

県道南新井前橋線（現道）

吉
岡
町
道
（
旧
・
高
崎
渋
川
線
）

関
越
自
動
車
道

県
道
高
崎
渋
川
線
バ
イ
パ
ス

至 前橋市街地至 高崎市街地

開通区間  （２期工区）

３期工区

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-300313



い
き
い
き

ま
え
ば
し
人
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広報まえばし　11月号 �4

　

旬
な
農
産
物
や
生
産
者
を
紹
介
す

る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
富
士
見

農
産
物
直
売
所
で
手
作
り
し
て
い
る

特
製
り
ん
ご
パ
イ
で
す
。

　

直
売
所
を
運
営
す
る
富
士
見
農
産

物
加
工
組
合
は
、
女
性
だ
け
の
組
合

と
し
て
平
成
３
年
に
発
足
。
手
作
り

の
加
工
品
や
野
菜
の
販
売
を
通
じ
て
、

地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
直
売
所
の
名
物
と
な
っ
た

特
製
り
ん
ご
パ
イ
は
、
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ

の
群
生
地
を
訪
れ
る
観
光
客
へ
リ
ン

ゴ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
誕
生
し
ま
し
た
。

味
の
決
め
手
と
な
る
パ
イ
の
中
身
は
、

地
元
の
特
定
農
家
か
ら
仕
入
れ
た
リ

ン
ゴ
を
、
甘
さ
控
え
め
で
と
ろ
と
ろ

に
な
る
ま
で
煮
込
み
ま
す
。
市
内
老

舗
パ
ン
屋
か
ら
仕
入
れ
た
こ
だ
わ
り

の
生
地
に
包
み
、
30
年
使
い
続
け
る

オ
ー
ブ
ン
で
丁
寧
に
焼
き
上
げ
る
と
、

香
ば
し
い
香
り
が
漂
い
金
色
に
輝
く

特
製
り
ん
ご
パ
イ
の
完
成
で
す
。

　

誕
生
以
来
変
わ
ら
な
い
、
素
材
を

生
か
し
た
手
作
り
製
法
で
地
域
の
皆

さ
ん
に
愛
さ
れ
る
特
製
り
ん
ご
パ
イ

は
、
リ
ン
ゴ
が
生
産
さ
れ
る
秋
冬
限

定
の
味
。
直
売
所
で
は
、
新
鮮
な
野
菜

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
伝
統
の
赤
鳥
居

み
そ
や
ど
こ
か
懐
か
し
い
惣
菜
、
手

打
ち
う
ど
ん
・
そ
ば
、
太
巻
寿
司
な
ど

魅
力
溢
れ
る
商
品
が
そ
ろ
い
ま
す
。

旬
の
味
わ
い
を
求
め
に
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

焼きたての特製りんごパイ

問 ೶੓՝
ὸ ������������

͙͋ り
channel

特製りんごパイ
4

直売所情報は
こちら

２個入り150円で販売

富士見産のリンゴ

　
今
年
か
ら
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
な
で

し
こ
２
部
リ
ー
グ
に
参
戦
し
た
バ
ニ 

ー
ズ
群
馬
Ｆ
Ｃ
ホ
ワ
イ
ト
ス
タ
ー
。

本
市
を
中
心
に
活
動
す
る
こ
の
地
域

密
着
型
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
Ｆ
Ｗ
と
し

て
活
躍
し
、
４
年
間
キ
ャ
プ
テ
ン
を

務
め
て
い
る
の
が
相
沢
さ
ん
だ
。

　
「
チ
ー
ム
に
加
入
し
て
５
年
に
な

り
ま
す
。
そ
の
間
に
県
リ
ー
グ
か
ら

関
東
リ
ー
グ
２
部
、
そ
し
て
１
部
へ

と
昇
格
し
、
今
年
は
、
な
で
し
こ
２

部
リ
ー
グ
へ
参
入
で
き
ま
し
た
。
チ 

ー
ム
が
順
調
に
成
長
し
て
い
る
の
で
、

選
手
全
員
が
１
部
昇
格
に
手
応
え
を

感
じ
て
い
ま
す
」

　
選
手
た
ち
は
、
プ
ロ
契
約
で
は
な

い
た
め
、
昼
間
は
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を

し
て
い
る
。
相
沢
さ
ん
も
住
宅
メ
ー

カ
ー
で
現
場
管
理
の
仕
事
を
し
な
が

ら
、
チ
ー
ム
練
習
に
参
加
す
る
日
々

を
送
っ
て
い
る
。

　
「
平
日
は
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
、

夕
方
か
ら
２
時
間
練
習
し
、
土
日
曜

の
ど
ち
ら
か
で
試
合
を
し
て
い
ま
す
」

　

も
っ
と
強
い
魅
力
的
な
チ
ー
ム
に

な
っ
て
、
群
馬
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
選

手
た
ち
の
受
け
皿
と
な
る
チ
ー
ム
を

目
指
し
た
い
と
話
す
相
沢
さ
ん
。

　
「
ま
ず
１
部
リ
ー
グ
に
昇
格
し
て
、

知
名
度
を
高
め
、
サ
ッ
カ
ー
で
地
元

に
元
気
を
与
え
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
」

　

11
月
７
日
㈰
に
は
１
部
リ
ー
グ

昇
格
の
入
れ
替
え
戦
が
神
奈
川
県
内

で
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
試
合
に
勝
ち
、
１
部
昇
格
し

た
先
に
あ
る
プ
ロ
リ
ー
グ
「
Ｗ
Ｅ
リ 

ー
グ
」
参
入
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

仲
間
と
一
緒
に
こ
れ
か
ら
も
大
好
き

な
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
い
く
。

　

仲
間
と
な
で
し
こ
１
部
リ
ー
グ
昇
格
目
指
す

女
子
サ
ッ
カ
ー
・
バ
ニ
ー
ズ
群
馬

Ｆ
Ｃ
ホ
ワ
イ
ト
ス
タ
ー
キ
ャ
プ
テ
ン

相
沢 

優
里
さ
ん
・
27
歳

青
梨
子
町
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男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し

て
い
る
男
女
共
同
参
画
情
報
誌「
新
樹
」。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
同
誌
の
記
事
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
「
考
え

よ
う
！
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
×
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」

で
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
や
17
色
の
丸

い
バ
ッ
ジ
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
日
本
語

で
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」。
平
成

27
年
９
月
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ

れ
た
、
持
続
可
能
で
よ
り
良
い
社
会
の

実
現
を
目
指
す
世
界
共
通
の
目
標
で
す
。

17
の
目
標
の
一
つ
、
目
標
５
は
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
で
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
中
で

も
重
要
な
テ
ー
マ
で
、
全
て
の
目
標
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
授
業

で
学
ん
で
い
る
前
橋
女
子
高
１
年
の
依

田
さ
ん
と
田
口
さ
ん
。
自
身
の
身
近
な

出
来
事
か
ら
課
題
意
識
を
持
ち
、
歴
史

や
現
状
、
世
界
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
学
ん
で

い
ま
す
。
10
月
発
行
の
同
誌
で
、
二
人

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
を
掲
載
。
左

記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
一
見
難
し
そ
う
で
す
が
、

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
は
じ
め
、
全
て
の
目
標
が

私
た
ち
の
生
活
の
身
近
な
こ
と
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
大
き

く
関
わ
る
も
の
で
す
。
大
人
は
も
ち
ろ

ん
、
未
来
を
担
う
若
い
世
代
が
積
極
的

に
学
び
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

ὸ���ʖ���ʖ����

Vol.2　考えよう！ＳＤＧｓ×ジェンダー平等
உঁڞಉࢀըηϯλʔ問

ϛχί
ラム

前橋女子高の二人

「新樹」はこちらか
らご覧ください

ＳＤＧｓ目標５

఻౷ܧঝ৽ͨͳํ๏Ͱ
ɹ��݄̕೔ɺதԝΠϕϯτ޿৔
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本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

����

８
時
��
分
〜
��
時
��
分

,�#*9�

元
気
��
ま
え
ば
し
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー����

��
時
〜
��
時

く
ら
し
の
情
報

時೔࣌　場৔ॴ　対ର৅　￥අ༻　持༻ҙ͢Δ෺　申ਃしࠐΈ　問໰͍߹Θͤ 広報まえばし　11月号 ��

お
知
ら
せ

納
め
よ
う
国
民
年
金
保
険
料

　
11
月
��
日
㈫
は
年
金
の
日
。
国
民
年
金

は
、
働
く
世
代
が
高
齢
者
世
代
を
支
え
る

世
代
間
扶
養
の
仕
組
み
に
よ
り
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
病
気
や
け
が
で
働
け
な
く
な�

っ
た
と
き
や
一
家
の
支
え
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
あ
な
た
や
家
族
を
支
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
利
点
を
受
け
る
た
め
に
は
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
保
険
料

は
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
で
直
接
納
め

ら
れ
る
ほ
か
、
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
な
ど
に
よ
る
納
付
方
法
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
経
済
的
に
納
め
る
こ
と
が
難

し
い
と
き
は
、
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
前
橋
年
金
事
務
所

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
１
７
０
６

��
月
は
計
量
強
調
月
間
で
す

　
暮
ら
し
の
安
全
の
た
め
に
は
質
量
計
や

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
メ
ー
タ
ー
な
ど
、
身

の
回
り
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
計
量
器
が
正

し
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
１
２
‐
３
２
６
０

ク
レ
ジ
ッ
ト
で
の
市
税
納
付
が
変
更

　
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
公
金
支
払
い
で
の
市
税

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
が
1�
月
�1

日
㈮
で
終
了
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

希
望
者
は
1�
月
１
日
㈬
か
ら
開
始
す
る
モ

バ
イ
ル
レ
ジ
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
収
納
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
２
６

人
権
へ
の
理
解
深
め
て

　
1�
月
４
日
㈯
か
ら
1�
日
㈮
ま
で
は
人
権

週
間
。
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
差
別

や
虐
待
の
な
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
は
��
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
人

権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
い
て
人
権
相
談
を

受
け
る
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
困�

っ
た
と
き
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）
＝
鈴
木
正
明
、

田
村
千
代
子
、
⻆
井
靜
子
、
田
子
智
代
、

石
田
法
子
、
河
村
史
明
、

喜
代
治
、

鈴
村
浩
文
、
吉
田
幸
男
、
鎌
田
文
子
、
千

原
好
子
、
櫻
井
啓
一
、
小
畑
文
子
、
井
上

昭
子
、
駒
木
保
夫
、
富
岡
和
子
、
藤
井
久

代
、
宮
下
雅
夫
、
宮
下
章
、
根
岸
一
夫
、

山
本
エ
マ
、
井
野
誠
一
、
前
原
章
一

　
子
ど
も
や
仕
事
、
家
庭
、
近
隣
間
で
の

悩
み
ご
と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
は
、
法
務

局
人
権
相
談
窓
口
（
☎
０
５
７
０
‐
０
０

３
‐
１
１
０
）
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談

な
ど
で
相
談
で
き
ま
す
。

問
前
橋
地
方
法
務
局

☎
０
２
７
‐
２
２
１
‐
４
４
６
６

女
性
の
人
権
侵
害
を
な
く
す
た
め
に

　
11
月
1�
日
㈮
か
ら
��
日
㈭
ま
で
は
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す
。

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
や
性
犯
罪
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買
春
、
人
身
取
引
や

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
は
、
女
性
の
人
権
侵
害
で

あ
り
決
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
Ｄ
Ｖ
電
話
相
談

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
５
２
４

女
性
の
人
権
相
談
の
受
付
時
間
延
長

　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

に
伴
い
、
電
話
相
談
窓
口
（
☎
０
５
７
０
‐

０
７
０
‐
８
１
０
）
の
受
付
時
間
を
延
長
。

相
談
は
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が

対
応
し
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

時
11
月
1�
日
㈮
～
1�
日
㈭
、
８
時
��
分
～

1�
時
（
土
日
曜
は
1�
時
～
1�
時
）

問
前
橋
地
方
法
務
局

☎
０
２
７
‐
２
２
１
‐
４
４
６
６

犯
罪
被
害
者
支
援
活
動
に
理
解
を

　
11
月
��
日
㈭
か
ら
1�
月
１
日
㈬
ま
で
は

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
。
警
察
や
市
で
は
、

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
な
ど
へ
の
支
援

活
動
を
民
間
団
体
と
連
携
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
関

す
る
展
示
を
実
施
し
ま
す
。

時
11
月
９
日
㈫
～
11
日
㈭
、
９
時
～
1�
時

場
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

問
防
災
危
機
管
理
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
３
９

宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
整
備

　
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の

収
益
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

実
施
。
本
年
度
は
天
川
地
区
自
治
会
連
合

会
が
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
セ
ッ
ト
や
ワ
イ

ヤ
レ
ス
メ
ガ
ホ
ン
、
ハ
ン
ド
防
滴
メ
ガ
ホ

ン
、
マ
イ
ク
ス
タ
ン
ド
、
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
、

折
り
た
た
み
式
リ
ア
カ
ー
な
ど
を
購
入
す

る
た
め
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
８



　໾ॴ　˟��1����1�େखொೋஸ໨1��1ࢢ ���������1111　  ���������������

ベ
イ
シ
ア
文
化
ホ
ー
ル
の
予
約
再
開

　
ベ
イ
シ
ア
文
化
ホ
ー
ル
（
日
吉
町
一
丁

目
）
の
利
用
予
約
を
再
開
し
ま
す
。
予
約

方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
同

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
同
館

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
１
１
１
１

高
校
進
学
希
望
者
に
奨
学
金
貸
与

　
高
校
な
ど
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
、
経

済
的
に
不
安
の
あ
る
中
学
生
に
奨
学
金
を

貸
与
し
ま
す
。

貸
与
期
間
＝
４
月
か
ら
卒
業
ま
で
の
最
短

修
業
年
限

対
次
の
全
て
を
満
た
す
市
内
在
住
の
中
学

生
、
若
干
人
（
選
考
）。
❶
品
行
方
正
、
身

体
健
全
、
学
業
優
秀
❷
高
校
（
高
専
）・
専

修
学
校
の
高
等
課
程
に
進
学
を
希
望
❸
経

済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
❹
ほ
か
に
奨

学
金
の
貸
与
・
給
付
を
受
け
て
い
な
い

貸
与
月
額
＝
〈
国
公
立
〉
１
万
２
，
０
０

０
円
〈
私
立
〉
１
万
８
，
０
０
０
円

返
還
方
法
＝
卒
業
６
カ
月
～
1�
年
の
間

で
年
４
期
に
分
け
て
返
還
（
無
利
子
で
、

一
括
・
繰
り
上
げ
返
還
可
。
大
学
・
短
大

な
ど
上
級
学
校
へ
進
学
し
た
場
合
は
、
在

学
期
間
の
返
還
延
期
あ
り
）

申
1�
月
1�
日
㈮
ま
で
に
在
学
す
る
中
学

校
へ
直
接

問
学
校
教
育
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
１
２

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
調
整
会
議

　
来
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
調
整
会

議
を
開
催
し
ま
す
。
次
の
施
設
で
大
会
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
団
体
は
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

施
設
・
日
時
＝
1�
月
11
日
㈯
〈
❶
王
山
運

動
場
・
三
俣
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
パ
ー
ク
フ
ァ
ー
ス
ト
北
部
運
動
場
・

清
里
方
面
運
動
場
・
登
利
平
桃
ノ
木
川
グ

ラ
ン
ド
・
富
士
見
総
合
グ
ラ
ン
ド
〉
1�
時

〈
❷
ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋
〉
1�
時
��

分
、
1�
月
1�
日
㈯
〈
❸
ロ
ー
ド
宮
城
総
合

運
動
場
多
目
的
広
場
・
陸
上
競
技
場
・
粕

川
西
部
運
動
場
高
橋
建
設
設
計
事
務
所
元

気
広
場
、
両
毛
運
輸
千
本
桜
野
球
場
〉
1�

時
〈
❹
大
胡
体
育
館
〉
11
時
��
分

場
❶
❷
は
ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋
❸
❹

は
宮
城
体
育
館

申
込
書
の
配
布
＝
❶
❷
は
ヤ
マ
ト
市
民
体

育
館
前
橋
か
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
❸
は
宮

城
体
育
館
❹
は
大
胡
総
合
運
動
公
園
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で

申
❶
❷
は
11
月
1�
日
㈮
ま
で
に
申
込
書

に
記
入
し
、ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋
（
☎

０
２
７
‐
２
６
５
‐
０
９
０
０
）、
❸
❹

は
11
月
５
日
㈮
～
��
日
㈮
に
申
込
書
に
記

入
し
、
❸
は
宮
城
体
育
館（
☎
０
２
７
‐

２
８
３
‐
８
７
３
５
）
❹
は
大
胡
総
合
運

動
公
園
（
☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
４
０
５

５
）
へ
直
接

あ
か
ぎ
の
輝
き
を
販
売

　
本
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
バ
ラ
、
あ
か
ぎ
の

輝
き
１
０
０
株
を
抽
選
販
売
し
ま
す
。

時
11
月
��
日
㈰
９
時
～
1�
時

場
敷
島
公
園
門
倉
テ
ク
ノ
ば
ら
園

￥
１
株
１
，
６
０
０
円

申
11
月
1�
日
㈬
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で

（
１
世
帯
１
通
）。
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
、
あ
か
ぎ
の
輝
き
希
望
と
記
入
し
、
〒

３
７
１
‐
０
８
０
４
六
供
町
１
４
２
０
・

公
園
管
理
事
務
所
（
☎
０
２
７
‐
２
２
５
‐

２
１
１
６
）
へ

農
業
集
落
排
水
の
適
正
利
用

　
生
ご
み
や
紙
お
む
つ
、
調
理
油
な
ど
水

に
溶
け
な
い
物
を
流
す
と
排
水
管
の
詰
ま

り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
誤
っ
て
流
さ
な

い
よ
う
注
意
し
、
宅
地
内
の
排
水
マ
ス
の

点
検
・
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
村
整
備
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７
１
４

Α͏ͦ͜
௕ࣨ΁ࢢ

)1

市長コラム
Mayor's  Column

　長く続いた新型コロナウイルス感染症が落ち着き
を取り戻しました。これからは途切れた輪を結び直
してまいりましょう。地域の輪、文化やスポーツの輪、
笑顔の輪です。
　一方、先月は市内において家畜伝染病が発生しま
した。また、群馬大医学部附属病院において、井戸
水由来の水道水に水質異常が見つかりました。希望
と緊張の繰り返しです。
　何か大きな自然の変化が起きているのでしょう
か？コロナの次に新しい危機が起きないように、私
たちは健康を気遣い、環境に配慮して、もっと美し
い地球を子どもたちへ贈りたいものです。
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お
知
ら
せ

最
低
賃
金
が
８
６
５
円
に
改
正

　
県
内
で
働
く
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に

適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
が
、
時
間
額
８
３

７
円
か
ら
８
６
５
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
群
馬
労
働
局

☎
０
２
７
‐
８
９
６
‐
４
７
３
７

給
水
管
の
漏
水
は
修
理
を

　
漏
水
修
理
は
、
配
水
管
か
ら
メ
ー
タ
ー

ま
で
は
一
部
の
場
合
を
除
い
て
水
道
局
が

実
施
し
、
宅
地
内
の
メ
ー
タ
ー
下
流
側
は
、

利
用
者
負
担
で
す
。
同
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
休
日
の
指

定
事
業
者
は
上
表
の
と
お
り
。
悪
質
な
水

道
修
理
業
者
や
同
局
職
員
を
装
っ
た
悪
質

な
訪
問
販
売
、詐
欺
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
水
道
整
備
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
３
０
３
３

障
害
者
週
間
に
見
つ
め
直
し
て

　

1�
月
３
日
㈮
か
ら
９
日
㈭
ま
で
は
障

害
者
週
間
。
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

互
い
に
認
め
合
い
、
共
に
生
き
る
社
会
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
は
障
害
者
の

尊
厳
を
脅
か
し
、
自
立
や
社
会
参
加
を
妨

げ
ま
す
。
養
護
者
や
福
祉
施
設
の
職
員
、

使
用
者
に
よ
る
暴
力
や
暴
言
な
ど
の
行
為

に
気
付
い
た
ら
、
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
２

２
）
に
通
報
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
関
連
資
料
と
福
祉
施
設
の
製
品
展
示

時
11
月
��
日
㈪
～
1�
月
３
日
㈮
（
３
日
㈮

は
1�
時
ま
で
）

場
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

問
障
害
福
祉
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
１
４

木
造
住
宅
を
耐
震
診
断

　
耐
震
診
断
調
査
資
格
者
が
耐
震
診
断
を

実
施
。
地
震
に
弱
い
部
分
や
倒
壊
す
る
可

能
性
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。
耐
震
性
が
不

足
す
る
場
合
は
、
耐
震
改
修
工
事
な
ど
に

関
す
る
説
明
や
相
談
を
し
ま
す
。

対
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
市
内
の
木

造
住
宅
。
❶
昭
和
��
年
５
月
�1
日
以
前
に

着
工
し
た
一
戸
建
て
の
住
宅
か
併
用
住
宅

（
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）

❷
平
屋
か
２
階
建
て
❸
在
来
軸
組
工
法
で

建
築

持
印
鑑
と
確
認
通
知
書
な
ど
の
図
面
（
建

築
確
認
時
の
図
面
が
な
い
場
合
は
別
途
費

用
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

￥
１
，
０
０
０
円

申
11
月
��
日
㈮
～
1�
月
1�
日
㈮
に
市
役

所
建
築
指
導
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐

６
７
５
２
）
へ
直
接

児
童
虐
待
に
気
付
い
た
ら
連
絡
を

　
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
。
身

体
的
・
性
的
・
心
理
的
に
傷
つ
け
た
り
、

ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
放
棄
）
し
た
り
す
る

児
童
虐
待
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
虐

待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
が

周
り
に
い
た
ら
、
迷
わ
ず
次
の
相
談
先
や

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
匿
名
で
の
連
絡
も
可

能
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
先
＝
子
育
て
支
援
課
☎
０
２
７
‐

２
２
０
‐
５
７
０
２
、
児
童
相
談
所
全
国

共
通
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
日
常
点
検
を

　
緊
急
時
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
正
常
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
、

設
置
者
は
日
頃
か
ら
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

機
器
の
状
態
を
示
す
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
の
表

示
は
日
常
的
に
確
認
が
必
要
。
電
極
パ
ッ

ド
や
バ
ッ
テ
リ
ー
に
は
使
用
期
限
や
寿
命

が
あ
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
本
体
に
も
耐
用
年
数
が

あ
り
ま
す
。
消
耗
品
の
交
換
な
ど
、
詳
し

く
は
購
入
店
や
製
造
業
者
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
総
務
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
１

富
士
見
地
区
地
域
懇
話
会
を
開
催

　
新
市
基
本
計
画
（
継
続
事
業
）
の
進
捗

状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
や
意
見
交
換
を

し
ま
す
。

時
11
月
��
日
㈮
1�
時

場
富
士
見
支
所　

対
一
般
、
先
着
1�
人

申
当
日
９
時
��
分
～
��
分
に
会
場
へ
直
接

問
富
士
見
支
所

☎
０
２
７
‐
２
８
８
‐
２
２
１
１

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
協
力
を

　
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
を
実

施
。
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
市
内
の
福
祉

施
設
の
年
末
・
正
月
行
事
や
地
域
福
祉
サ�

ー
ビ
ス
活
動
事
業
へ
配
分
し
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

時
1�
月
1�
日
㈮
ま
で

問
県
共
同
募
金
会
前
橋
市
支
会

☎
０
２
７
‐
２
３
７
‐
１
１
４
２

休日のਫಓࢦہఆڅਫऀۀࣄࣄ޻
日ظ ऀۀࣄ
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教
育
委
員
会
定
例
会
の
傍
聴

時
11
月
1�
日
㈪
1�
時

場
市
役
所
11
階
北
会
議
室

対
一
般
、
先
着
1�
人

申
当
日
1�
時
��
分
～
��
分
に
会
場
へ
直
接

問
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
０
２

都
市
計
画
審
議
会
の
傍
聴

時
11
月
1�
日
㈮
1�
時
～
1�
時
��
分

場
市
役
所
11
階
北
会
議
室

対
一
般
、
先
着
1�
人

申
当
日
1�
時
��
分
～
��
分
に
会
場
へ
直
接

問
都
市
計
画
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
４
３

催�

し

笑
っ
て
話
し
て
縁
結
び

　
ア
ン
カ
ン
ミ
ン
カ
ン
・
富
所
さ
ん
が
進

行
す
る
交
流
会
を
通
じ
て
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
深
め
ま
す
。

時
1�
月
４
日
㈯
1�
時

場
音
羽
倶
楽
部
（
神
沢
の
森
）

対
��
歳
代
～
お
お
む
ね
��
歳
代
の
独
身
男

女
、
各
1�
人
（
抽
選
）

￥
男
性
４
，
０
０
０
円
、
女
性
２
，
０
０

０
円

申
11
月
1�
日
㈮
ま
で
に
メ
ー
ル
で
。
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
前
橋

の
地
域
若
者
会
議N

JEEMF

縁
活
プ
ロ
ジ�

ェ
ク
ト
チ
ー
ム

FOOLBTUV!
ZBIPP�DP�

KQ

へ
問
同
チ
ー
ム
・
池
田
さ
ん

☎
０
９
０
‐
９
８
２
２
‐
０
２
９
１

白
藤
古
墳
群
の
魅
力
に
迫
る
企
画
展

　

粕
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
秋
期
企
画

展
「
発
掘
調
査
��
年
‐
こ
こ
ま
で
わ
か
っ

た
白
藤
古
墳
群
」
を
開
催
。
ぐ
ん
ま
ち
ゃ

ん
埴
輪
と
し
て
知
ら
れ
る
馬
型
埴
輪
を
は

じ
め
、
多
く
の
貴
重
な
資
料
が
出
土
し
て

い
る
粕
川
町
膳
の
白
藤
古
墳
群
の
魅
力
に

迫
り
ま
す
。
期
間
中
に
は
連
続
講
座
も
開

催
。
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
来
年
２
月
��
日
㈰
ま
で
（
月
火
曜
を
除

く
。
祝
日
の
場
合
は
開
館
し
、
翌
平
日
は

休
館
）、
1�
時
～
1�
時

問
文
化
財
保
護
課

☎
０
２
７
‐
２
８
０
‐
６
５
１
１

独
身
男
性
向
け
結
婚
相
談
会
を
開
催

　
結
婚
相
談
員
に
よ
る
自
分
磨
き
セ
ミ
ナ

ー
と
個
別
相
談
会
を
開
催
。
な
お
、
相
手

を
紹
介
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
11
月
�1
日
㈰
1�
時
・
1�
時

場
中
央
公
民
館

対
本
市
か
渋
川
市
に
在
住
・
在
勤
の
��
代

～
��
代
の
独
身
男
性
、
各
５
人
（
抽
選
）

申
11
月
1�
日
㈮
ま
で
に
下
記
二

次
元
コ
ー
ド
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
で

問
政
策
推
進
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
５
１
２

臨
江
閣
で
新
た
な
発
掘
成
果
を
公
開

　
昨
年
度
に
市
内
の
遺
跡
発
掘
調
査
で
出

土
し
た
小
金
銅
仏
や
土
師
器
、
須
恵
器
な

ど
の
遺
物
を
臨
江
閣
で
展
示
し
ま
す
。

時
11
月
��
日
㈫
～
1�
月
1�
日
㈰
（
月
曜

休
館
）、
９
時
～
1�
時
（
入
館
は
1�
時
��

分
ま
で
）

問
文
化
財
保
護
課

☎
０
２
７
‐
２
８
０
‐
６
５
１
１

税
の
作
文
入
賞
作
品
を
展
示

　
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
の
入
賞

作
品
の
一
部
を
展
示
し
ま
す
。

時
❶
11
月
８
日
㈪
～
1�
日
㈮
❷
11
月
９

日
㈫
～
1�
日
㈫

場
❶
は
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
❷
は
県

庁
１
階
南
側
県
民
ホ
ー
ル

問
収
納
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
２
６

前
橋
け
い
り
ん

　
前
橋
け
い
り
ん
を
開
催
し
ま
す
。

時
〈
場
外
〉
11
月
1�
日
㈭
～
��
日
㈫
・
��

日
㈭
～
��
日
㈫

問
公
営
事
業
課

☎
０
２
７
‐
２
３
５
‐
２
０
０
０

ɹʮι΢ϧͷঁԦʯΞϨαɾϑϥϯΫϦϯͷϥΠϒΛࡱӨͨ͠υ
ΩϡϝϯλϦʔɻ͜ ͷөը͸ѹרͰ͢ɻι΢ϧϛϡʔδοΫϑΝ
ϯͩͱ͔ઐ໳తͳ஌ࣝͳͲؔ͋܎Γ·ͤΜɻ൴ঁͷՎ੠ɺѹ౗͞
ΕΔϥΠϒʹਲ͍͠Εͯ΄͍͠Ͱ͢ɻݱ୅ͷ೿खͰ͖Βͼ΍͔ͳ
ԋग़΋ແ͘ɺ൴ঁ͸ڭձߨஃͷޙΖͰɺࠢ ͷ͜΋ͬͨՎΛฉ͔ͤ
ͯ͘Ε·͢ɻυϥϜ΍ϕʔεɺίʔϥεୂ΋ͱͯ΋ྑ͍งғؾΛৢ͠ग़͠ɺ
ɻܶ͢·͍ͯ͠ݱฃΛ表ڵͷ࣌٬ͱ一ମͱͳͬͯ౰؍ ৔Ͱɺ͜ ͷ࣌୅ͷੈ
քʹҾ͖ࠐ·ΕΔ͜ͱ間ҧ͍ແ͠ͷ一࡞Ͱ͢ɻ� ʢࢧ഑ਓɾ೔প�େथʣ

前橋シネマハウス支配人のおすすめ作品
「アメイジング・グレイス　アレサ・フランクリン」（公開期間＝
11月19日㈮まで）

11月の上映作品
ʮεΠϯάɾεςʔτʯɺʮͦ
ͷ೔ɺΧϨʔϥΠε͕Ͱ͖
Δ·ͰʯɺʮΞϫʔɾϑϨϯ
υʯ́ ͔

ৄ͘͠͸ಉؗϗʔϜϖʔδΛ
͝覧͍ͩ͘͞ɻ

問☎０２７-２１２-９１２７� ʢՐ曜ؗٳʣ



時೔࣌　場৔ॴ　対ର৅　￥අ༻　持༻ҙ͢Δ෺　申ਃしࠐΈ　問໰͍߹Θͤ 広報まえばし　11月号 2�

催�

し

子
ど
も
た
ち
の
力
作
展
示
し
ま
す

　
図
工
美
術
作
品
展
を
開
催
。
市
立
幼
稚

園
と
小
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
子
ど

も
た
ち
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

時
11
月
��
日
㈯
～
��
日
㈪
、
1�
時
～
1�

時
��
分
（
��
日
㈪
は
1�
時
��
分
ま
で
）

場,�#*9

元
気
�1
ま
え
ば
し

問
学
校
教
育
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
６
２

と
き
め
き
ス
ポ
ー
ツ
婚
活
で
縁
結
び

時
1�
月
1�
日
㈰
1�
時
～
1�
時
��
分

場
ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋

対
県
内
在
住
で
��
歳
～
��
歳
の
独
身
男

女
、
各
1�
人
（
抽
選
）

申
1�
月
１
日
㈬
ま
で
に
ま
ち
づ
く
り
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

問
同
社

☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
４
７
６
４

自
然
の
中
で
自
由
に
過
ご
そ
う

　

チ
ェ
ア
リ
ン
グ
㏌
Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
を

開
催
。
前
橋
総
合
運
動
公
園
の
自
由
広
場

に
簡
易
な
椅
子
を
持
ち
寄
り
、
思
い
思
い

の
場
所
で
過
ご
し
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
ー
ド
ト

ラ
ッ
ク
、
サ
ウ
ナ
パ
ー
ク
も
開
催
し
ま
す
。

時
11
月
1�
日
㈯
８
時
～
1�
時

場
前
橋
総
合
運
動
公
園

問
同
園

☎
０
２
７
‐
２
６
８
‐
１
９
１
１

冬
に
飾
れ
る
緑
化
教
室
を
開
催

　
冬
の
草
花
や
多
肉
植
物
を
使
っ
た
緑
化

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

教
室
名
・
時
〈
❶
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
〉
11
月
��
日
㈪
・
��
日
㈫
、
９
時
��
分

～
11
時
��
分
、
1�
月
５
日
㈰
1�
時
～
1�
時

〈
❷
多
肉
植
物
の
箱
庭
づ
く
り
〉
1�
月
５

日
㈰
1�
時
～
1�
時

場
敷
島
公
園
門
倉
テ
ク
ノ
ば
ら
園

対
市
内
在
住
で
1�
歳
以
上
の
人
、
❶
は
各

��
人
❷
は
��
人
（
抽
選
）

￥
❶
は
各
３
，
０
０
０
円
❷
は
２
，
５
０�

０
円

持
エ
プ
ロ
ン
、
薄
手
の
手
袋
、
手
シ
ャ
ベ

ル
、
園
芸
用
ハ
サ
ミ
な
ど

申
11
月
1�
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
教
室
名
・
希
望
時

間
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

市
役
所
公
園
緑
地
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９

８
‐
６
８
４
２
）
へ

文
化
協
会☎

０
２
７
‐
２
８
９
‐
６
５
２
１

　
市
民
芸
術
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

●
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
合
同
作
品
展

時
11
月
��
日
㈯
・
�1
日
㈰
、
９
時
～
1�
時

（
�1
日
㈰
は
1�
時
ま
で
）

場
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル

●
前
橋
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

時
11
月
�1
日
㈰
1�
時
��
分
～
1�
時

場
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル

昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル

☎
０
２
７
‐
２
２
１
‐
４
３
２
１

●
キ
エ
フ
・
バ
レ
エ
「
白
鳥
の
湖
」

時
1�
月
1�
日
㈯
1�
時

内
容
＝
「
白
鳥
の
湖
」
全
３
幕

￥
Ｓ
席
８
，
５
０
０
円
～
Ｃ
席
４
，
０
０

０
円
（
全
席
指
定
）

申
同
館
へ

前
橋
テ
ル
サ☎

０
２
７
‐
２
３
１
‐
３
２
１
１

　

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

来
場
者
に
は
前
橋
中
心
商
店
街
協
同
組
合

の
加
盟
店
舗
で
使
用
で
き
る
買
い
物
券
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

時
来
年
１
月
８
日
㈯
1�
時

出
演
＝
ピ
ア
ノ
・
渋
川
ナ
タ
リ
さ
ん
、
バ

リ
ト
ン
・
今
井
俊
輔
さ
ん
、
ソ
プ
ラ
ノ
・

豊
田
麻
理
奈
さ
ん
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
・

豊
田
卓
央
さ
ん

￥
Ｓ
席
４
，
０
０
０
円
、
Ａ
席
３
，
０
０

０
円
（
高
校
生
以
下
は
１
，
５
０
０
円
）

申
同
館
へ

崎高
TAGO STUDIOの新たな音楽レーベルが誕生
　高崎市営のプロ専用レコーディングスタジオ
「T

タ ゴ
AGO S

ス タ ジ オ
TUDIO T

タ カ サ キ
AKASAKI」（高崎市あら町）

は、高崎で生まれる音楽を世界に向けて発信す
るため、新たに音楽レーベル「T

タ ゴ
AGO S

ス タ ジ オ
TUDIO 

R
レ コ ー ズ
ECORDS T

タ カ サ キ
AKASAKI」を設立しました。県内で

活動するアマチュアミュージシャンの楽曲制作や
レコーディングなどを支援。育成からデビューま
でを全面的に後押しします。
●デビューアーティスト第一弾
　本県出身で高崎市在住のK

キ エ
IE A

ア ン ダ ー ソ ン
ndersonさん

が同スタジオから、シングル曲「ピンクレモネー
ド」でデビューしました。同曲は主な音楽配信サー
ビスで配信しています。
問同スタジオ　
☎027-395-0044

©TAGO STUDIO同スタジオ公式
YouTubeチャンネル
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中
央
公
民
館☎０

２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
９

●
明
寿
大
学
公
開
講
座
「
美
味
し
い
講
座
」

テ
ー
マ
・
時
〈
❶
群
馬
の
地
酒　
日
本
酒

の
魅
力
に
つ
い
て
〉
11
月
��
日
㈫
1�
時
～

1�
時
〈
❷
気
楽
に
ワ
イ
ン
を
楽
し
も
う
〉

1�
月
８
日
㈬
1�
時
～
1�
時

対
一
般
、
各
１
０
０
人
（
抽
選
）

講
師
＝
❶
は
群
馬
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ　
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｇ

Ｕ
代
表
・
清
水
大
輔
さ
ん
❷
は
高
崎
ワ
イ

ン
ア
カ
デ
ミ
ー

申
11
月
1�
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ

で
。住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
❶
は
「
群

馬
の
地
酒　
日
本
酒
の
魅
力
に
つ
い
て
」
❷

は
「
気
楽
に
ワ
イ
ン
を
楽
し
も
う
」
参
加

希
望
と
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐
０
０
２
３

本
町
二
丁
目
1�
‐
１
・
中
央
公
民
館
明
寿

大
学
公
開
講
座
係
へ

●
大
掃
除
前
に
始
め
る
お
片
付
け
の
コ
ツ

～
意
識
を
変
え
て
ス
ッ
キ
リ
空
間
を
手
に

入
れ
よ
う

時
1�
月
１
日
㈬
1�
時
～
1�
時

対
市
内
在
住
の
人
、
先
着
��
人

講
師
＝
お
片
付
け
ス
ク
ー
ル
の
シ
ー
ク
エ

ン
ス
代
表
・
山
口
智
子
さ
ん

申
11
月
1�
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ

で
。
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐
０
０
２
３

本
町
二
丁
目
1�
‐
１
・
中
央
公
民
館
「
お

片
付
け
の
コ
ツ
」
係
へ

●
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
ア
ラ
ム
ニ
ー
エ
ー

ス
公
演
「
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ
」

時
来
年
１
月
８
日
㈯
1�
時
～
1�
時

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
、
��
人

（
抽
選
）

申
11
月
��
日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ

で
。
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
３
７
１
‐
０
０
２
３
本
町
二
丁
目
1�
‐

１
・
中
央
公
民
館
「
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ
」
係
へ

ç募�

集

介
護
の
資
格
を
生
か
し
て
活
躍

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
調
査
す
る

調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
次
の
全
て
を
満
た
す
人
（
選
考
）。
❶
介

護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
か
、

保
健
師
、
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護

福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
持
ち
実
務

経
験
が
あ
る
❷
月
に
��
件
程
度
の
調
査

が
可
能
❸
自
家
用
車
で
調
査
に
行
く
こ
と

が
可
能
❹
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
プ
ロ

ソ
フ
ト
で
調
査
票
の
作
成
が
で
き
る

報
酬
＝
１
件
当
た
り
４
，
４
０
０
円

申
11
月
1�
日
㈪
ま
で
に
履
歴
書
と
資
格
証

明
書
の
写
し
を
添
え
て
、
市
役
所
介
護
保

険
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３
７
）

へ
直
接外

国
語
指
導
助
手
を
募
集
し
ま
す

　
来
年
度
、
市
立
小
中
高
等
学
校
で
英
語

の
授
業
な
ど
を
補
助
す
る
外
国
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
要

項
な
ど
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
６
２

ス
ポ
ー
ツ

前
橋
総
合
運
動
公
園

☎
０
２
７
‐
２
６
８
‐
１
９
１
１

●
初
級
水
泳
教
室

時
来
年
１
月
1�
日
㈬
～
３
月
11
日
㈮
の

各
コ
ー
ス
８
回

コ
ー
ス
・
時
間
な
ど
＝
左
表
の
と
お
り

対
ク
ロ
ー
ル
で
��
㍍
泳
げ
な
い
人

￥
一
般
各
２
，
５
０
０
円
・
小
学
生
以
下

各
１
，
２
０
０
円
と
施
設
使
用
料

申
11
月
1�
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
で
（
各
コ
ー
ス
１
人
１
通
）。教
室
名
・

コ
ー
ス
・
曜
日
・
時
間
・
住
所
・
氏
名
・

学
校
（
学
年
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒
３
７
９
‐
２
１
０
７
荒
口
町
４
３

７
‐
２
・
前
橋
総
合
運
動
公
園
へ

ɹશ೔ຊ࣮ஂۀӺ఻ڝ૸େձʢχϡʔΠϠʔӺ
఻ʣͳͲେن໛ͳεϙʔπେձ΍εϙʔπΠϕ
ϯτͷӡӦϘϥϯςΟΞΛืू͠·͢ɻొ ࿥ऀ
ʹ͸େձ͝ͱʹҊ಺Λૹ෇ɻ定һΛ௒͑Δ৔߹
͸நબͳͲͰܾ定͠·͢ɻ
ਃࠐॻの഑෍ʹࢢ໾ॴεϙʔπ՝ɺ֤ ࢢॴɾࢧ
ຽαʔϏεηϯλʔɾࢢ༗ମҭࢪઃͰɻຊࢢ
ϗʔϜϖʔδ͔Βμ΢ϯϩʔυ΋Ͱ͖·͢
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ボランティアを募集します
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月ਫ໦༵ۚͷ͍ͣΕ͔ɺ14࣌��෼ʙ
4�෼࣌�1

֤2�ਓ

খֶੜ
月ਫ໦༵ۚͷ͍ͣΕ͔ɺ1࣌�ʙ18࣌
1�෼

֤3�ਓ

Ұɹൠ
⁞໦༵ۚͷ͍ͣΕ͔ɺ14࣌ʙ11࣌��෼
 ༵ۚɺ123࣌�෼ʙ134࣌�෼

֤2�ਓ
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ス
ポ
ー
ツ

　

小
学
生
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
体
験

　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
11
月
1�
日
㈰
９
時
～
1�
時

場
ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋

対
小
学
生
、
先
着
��
人

申
11
月
８
日
㈪
９
時
か
ら
ま
ち
づ
く
り
公
社

☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
４
７
６
４
へ

し
ん
し
ん
大
渡
温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー�

☎
０
２
７
‐
２
５
３
‐
７
８
１
１

●
水
泳
教
室

時
来
年
１
月
1�
日
㈬
～
３
月
1�
日
㈮
の
各

コ
ー
ス
８
回

コ
ー
ス
・
時
間
な
ど
＝
下
表
の
と
お
り

対
〈
初
級
〉
ク
ロ
ー
ル
で
��
㍍
泳
げ
な
い

人
〈
中
級
〉
４
泳
法
で
��
㍍
以
上
泳
げ
る

人
〈
バ
タ
フ
ラ
イ
〉
ク
ロ
ー
ル
で
��
㍍
以

上
泳
げ
る
人

￥
各
２
，
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
は
各

１
，
２
０
０
円
）
と
施
設
使
用
料

申
11
月
1�
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
で
（
各
コ
ー
ス
１
人
１
通
）。コ
ー
ス
・

曜
日
（
第
２
希
望
ま
で
）・
住
所
・
氏
名
・

学
校
名
・
年
齢
（
学
年
）・
電
話
番
号
・
泳

力
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐
０
８
５
４
大

渡
町
二
丁
目
３
‐
11
・
し
ん
し
ん
大
渡
温
水

プ
ー
ル
へ

ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋

☎
０
２
７
‐
２
６
５
‐
０
９
０
０

　
下
表
の
と
お
り
各
種
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
中
学
生
以
下
を
除
く
（
各
抽
選
。
幼

児
体
育
は
平
成
��
年
４
月
２
日
～
平
成
��

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
）

申
11
月
1�
日
㈫
（
必
着
）（
レ
デ
ィ
ー
ス

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
は
1�
日
㈮
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
（
各
コ
ー
ス
１
人
１
通
）。

教
室
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐
０
８
１
６
上

佐
鳥
町
４
６
０
‐
７
・
ヤ
マ
ト
市
民
体
育

館
前
橋
へ

講
座
・
教
室

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
備
え
て

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

取
り
扱
い
や
心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ
普
通
救

命
講
習
会
（
成
人
コ
ー
ス
）
を
開
催
し
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
開
催
形
式
を
一
部
変

更
。
修
了
証
は
従
来
ど
お
り
交
付
し
ま
す
。

時
11
月
�1
日
㈰
９
時
～
11
時

場
消
防
局

対
市
内
在
住
か
在
勤
の
中
学
生
以
上
、
先

着
��
人

申
11
月
1�
日
㈬
か
ら
警
防
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
４
５
１
３
へ

βεύΫαπ܈അ
ձ৔͸ਖ਼ాে༉ελδΞϜ܈അ

��݄̓日 ࣌��
WT�4$૬໛ݪ

��݄��日 ࣌��
WT�ΞϧϏϨοΫε৽ׁ

��݄��日 ࣌��
WT�δϡϏϩ൬ా

ϓϩεϙʔπࢼ߹৘ใ

ϠϚτࢢຽମҭؗલڮɹ֤छࣨڭ

໊ࣨڭ ༵日・ؒ࣌ ఆһ අ༻

ϨσΟʔετϨʔχϯ
άߨशձ

11月24日ʙ12月22日ͷਫ༵５ճɺ133࣌�෼ʙ143࣌�෼ ঁੑɺ1�ਓ ݊༺ਓརݸ

୎ٿ 11月24日ʙ12月1�日ͷਫ༵ۚ̔ճɺ̕3࣌�෼ʙ113࣌�෼
֤2�ਓ

3
�4�ԁ

༮ࣇମҭ 12月1�日ʙདྷ೥̏月2�日ͷ༵ۚ1�ճɺ13࣌��෼ʙ13࣌��෼ 2
2��ԁ

ΤΞϩϏΫε 12月1�日ʙདྷ೥̏月18日ͷ༵ۚ1�ճɺ1࣌�ʙ11࣌
֤4�ਓ

֤4
���ԁͷͼͷͼετϨον 12月1�日ʙདྷ೥̏月18日ͷ༵ۚ1�ճɺ1࣌�ʙ111࣌�෼

ϤΨ 12月1�日ʙདྷ೥̏月18日ͷ༵ۚ1�ճɺ133࣌�෼ʙ143࣌�෼ ��ਓ

͠Μ͠Μେ౉Թਫϓʔϧɹਫӭࣨڭ
ίʔε ༵日・ؒ࣌ ఆһ

ॳڃ

೥௕ʙখ̎ 月Րਫۚͷ͍ͣΕ͔ɺ14࣌��෼ʙ14࣌��෼ ֤2�ਓ

খֶੜ ⁞月Րਫۚͷ͍ͣΕ͔ɺ1࣌�ʙ181࣌�෼
 ౔༵ɺ13࣌��෼ʙ114࣌�෼ ֤3�ਓ

೥ऀߴ
ʢࡀ��Ҏ্ʣ 月Ր༵ͷ͍ͣΕ͔ɺ14࣌ʙ11࣌��෼

֤2�ਓ

Ұൠ Ր༵ɺ123࣌�෼ʙ134࣌�෼
ฏӭ͗ ਫ༵ɺ123࣌�෼ʙ134࣌�෼

ϨσΟʔε ਫ༵ɺ14࣌ʙ11࣌��෼
தڃҰൠ ༵ۚɺ14࣌ʙ11࣌��෼
όλϑϥΠ 月༵ɺ123࣌�෼ʙ134࣌�෼
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持
続
可
能
な
地
域
活
動
を
学
ぶ

　
「
前
橋
で
は
じ
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
」
を
開
催
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
岡
田
浩
一
さ

ん
を
講
師
に
、
地
域
活
動
を
持
続
可
能
に

す
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

時
1�
月
９
日
㈭
1�
時
��
分
～
��
時
��
分

対
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、

先
着
５
人
（
オ
ン
ラ
イ
ン
は
先
着
��
人
）

申
11
月
��
日
㈫
ま
で
に
下
記
二

次
元
コ
ー
ド
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
で

問
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
６

地
元
の
材
料
で
み
そ
作
り

　
地
元
産
の
材
料
を
使
っ
た
、
手
作
り
み

そ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
来
年
１
月
1�
日
㈯
～
２
月
��
日
㈰
の

間
で
３
日
間
（
申
し
込
み
後
に
日
程
調
整
）

場
粕
川
農
産
物
加
工
施
設
（
粕
川
町
月
田
）

対
市
内
在
住
の
人
。〈
❶
��
㌔
㌘
〉
先
着

��
人
〈
❷
��
㌔
㌘
〉
先
着
��
人

￥
❶
は
８
，
０
０
０
円
❷
は
１
万
６
，
０

０
０
円

申
11
月
��
日
㈫
ま
で
に
ミ
ツ
ミ
フ
ァ
ー
ム

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
６
７
０
０
へ

産
官
学
金
連
携
創
業
ス
ク
ー
ル
開
催

　
東
和
銀
行
や
群
馬
大
、
前
橋
工
科
大
な

ど
が
連
携
し
て
産
官
学
金
連
携
の
創
業
ス

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
起
業
に
必
要
な

知
識
習
得
の
ほ
か
、
現
在
活
躍
し
て
い
る

経
営
者
や
起
業
家
か
ら
実
践
的
な
経
営
論

な
ど
も
学
び
ま
す
。

時
11
月
1�
日
㈬
・
��
日
㈬
・
1�
月
１
日

㈬
・
７
日
㈫
・
1�
日
㈫
、
1�
時
��
分
～
��

時
��
分

場
前
橋
テ
ル
サ
、県
庁
（
大
手
町
一
丁
目
）

対
起
業
に
興
味
が
あ
る
か
起
業
後
間
も
な

い
学
生
や
社
会
人
、
先
着
��
人

申
11
月
1�
日
㈪
ま
で
に
東
和
銀
行

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
８
５
５
６
へ

あ
な
た
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
応
援
す
る

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

時
1�
月
２
日
㈭
1�
時
��
分
～
1�
時
��
分

場
総
合
福
祉
会
館

対
一
般
、
��
人
（
抽
選
）

申
11
月
��
日
㈪
ま
で
に
下
記
二
次
元
コ
ー

ド
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

問
長
寿
包
括
ケ
ア
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３
３

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
座

　
日
本
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
協
会
の
大
小
原

利
信
さ
ん
を
講
師
に
、
悩
み
を
抱
え
て
い

る
人
へ
の
声
の
掛
け
方
や
話
の
聞
き
方
を

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
で
学
び
ま
す
。

時
11
月
��
日
㈮
1�
時
～
��
時
��
分

対
一
般
、
先
着
��
人

申
11
月
1�
日
㈰
ま
で
に
下
記
二

次
元
コ
ー
ド
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
で

問
保
健
予
防
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
７

税

原
付
な
ど
の
取
得
や
廃
車
は
申
告
を

　
原
付
（
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
）
や
、
ト
ラ

ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
農
耕
作
業

用
小
型
特
殊
自
動
車
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

な
ど
の
そ
の
他
の
小
型
特
殊
自
動
車
を
取

得
・
廃
車
し
た
場
合
は
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
の
申
告
が
必
要
。
市
役
所
市
民
税

課
や
各
支
所
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
ミ

ニ
カ
ー
は
市
民
税
課
の
み
）。
ま
た
、
原

付
は
自
賠
責
保
険
に
入
ら
な
い
と
運
転
で

き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

持
販
売
店
で
購
入
し
た
場
合
は
販
売
証

明
書
、
個
人
か
ら
譲
り
受
け
た
場
合
は
譲

渡
証
明
書
（
旧
所
有
者
の
住
所
・
氏
名
・

車
名
・
型
式
・
排
気
量
・
車
台
番
号
の
記

載
が
あ
る
物
）
と
車
台
番
号
が
分
か
る
物

（
廃
車
証
明
書
や
押
し
刷
り
な
ど
）

問
市
民
税
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
４
２

納
税
管
理
人
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
が
市
内
に

居
所
・
事
務
所
な
ど
を
持
た
な
い
場
合
や
、

市
外
・
海
外
へ
転
出
し
た
場
合
は
、
納
税

管
理
人
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

納
税
管
理
人
と
は
、
納
税
義
務
者
に
代
わ

っ
て
納
税
通
知
書
の
受
領
や
納
税
に
関
す

る
手
続
き
を
行
う
個
人
や
法
人
。
申
告
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市
役
所
資
産
税

課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
１
６
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事
業
者
向
け

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
広
告
を
募
集

　
出
前
講
座
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

対
企
業
や
団
体

掲
載
ス
ペ
ー
ス
＝
〈
Ｐ
Ｒ
広
告
〉
縦
４
・

５
㌢
㍍
ʷ
横
８・
５
㌢
㍍
〈
Ｐ
Ｒ
広
告
・

出
前
講
座
〉
縦
４・
５
㌢
㍍
ʷ
横
1�
㌢
㍍
、

各
1�
枠
程
度

￥
１
枠
１
万
円

申
込
書
の
配
布
＝
生
涯
学
習
課
、
各
公
民

館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
。
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す

申
1�
月
３
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課
（
☎

０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
８
）
へ
直
接

検
針
票
で
自
社
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か

　
水
道
使
用
量
や
水
道
料
金
な
ど
を
お
知

ら
せ
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
票
の
裏
面

に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
。
給
水
世

帯
の
約
1�
万
１
，
８
０
０
世
帯
に
配
布
し

ま
す
。
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
企
業
な
ど

掲
載
ス
ペ
ー
ス
＝
検
針
票
裏
面
。
縦
��
㍉

㍍
ʷ
横
��
㍉
㍍
、
１
枠

￥
入
札
に
よ
る
（
最
低
価
格
��
万
円
）

掲
載
期
間
＝
来
年
６
月
上
旬
か
ら
お
お
む

ね
１
年
間

申
込
書
の
配
布
＝
水
道
局
経
営
企
画
課
で
。

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す

申
1�
月
1�
日
㈮
ま
で
に
申
込
書
に
記
入
し
、

広
告
デ
ザ
イ
ン
原
稿
を
添
え
て
水
道
局
経

営
企
画
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
３
０

１
５
）
へ
直
接

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
自
社
Ｐ
Ｒ

　
月
平
均
１
４
４
万
ア
ク
セ
ス
が
あ
る
本

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
広
告
を
募
集
。
詳

し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

対
企
業
・
団
体
な
ど

掲
載
ス
ペ
ー
ス
＝
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
下

部
の
広
告
バ
ナ
ー
。
縦
��
ピ
ク
セ
ル
ʷ
横

１
５
０
ピ
ク
セ
ル
、
1�
枠

￥
月
額
１
枠
１
万
８
，
０
０
０
円

掲
載
期
間
＝
来
年
４
月
１
日
㈮
～
令
和
５

年
３
月
�1
日
㈮

申
込
書
の
配
布
＝
市
役
所
秘
書
広
報
課
で
。

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す

申
1�
月
１
日
㈬
～
来
年
１
月
�1
日
㈪
に
申

込
書
に
記
入
し
、市
役
所
秘
書
広
報
課
（
☎

０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
３
８
）
へ
直
接

よ
ろ
ず
相
談
会
で
創
業
の
不
安
解
消

　
本
市
で
創
業
す
る
人
や
創
業
し
て
間
も

な
い
人
を
、
1�
の
支
援
機
関
が
サ
ポ
ー

ト
す
る
よ
ろ
ず
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

創
業
に
関
す
る
悩
み
に
対
し
て
、
各
分
野

の
プ
ロ
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

時
11
月
1�
日
㈮
1�
時
～
1�
時
（
１
件
１

時
間
程
度
）

場,�#*9

元
気
�1
ま
え
ば
し

対
市
内
で
創
業
を
検
討
し
て
い
る
人
か
創

業
後
３
年
以
内
の
人
、
先
着
��
人

参
加
団
体
＝
本
市
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

前
橋
支
店
、
前
橋
商
工
会
議
所
、
前
橋
東

部
商
工
会
、
富
士
見
商
工
会
、
前
橋
起
業

支
援
セ
ン
タ
ー
、
県
中
小
企
業
診
断
士
協

会
、
関
東
信
越
税
理
士
会
前
橋
支
部
、
県

社
会
保
険
労
務
士
会
前
橋
支
部
、
県
行
政

書
士
会
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
県

信
用
保
証
協
会

申
11
月
1�
日
㈬
ま
で
に
産
業
政
策
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
８
３
へ

●
女
性
×
若
者
向
け
創
業
相
談
ウ
ィ
ー
ク

　
よ
ろ
ず
相
談
会
に
合
わ
せ
て
、
女
性
や

若
者
の
創
業
を
支
援
す
る
相
談
会
「
女
性

×
若
者
向
け
創
業
相
談
ウ
ィ
ー
ク
」
を
オ

ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
で
開
催
。
日
本

政
策
金
融
公
庫
が
夢
の
実
現
を
応

援
し
ま
す
。

時
11
月
11
日
㈭
・
1�
日
㈮
、
1�
時
～
1�
時

の
う
ち
各
１
時
間
（
予
約
制
）

対
創
業
に
興
味
の
あ
る
人
、
先
着
1�
組

申
11
月
８
日
㈪
ま
で
に
日
本
政
策
金
融
公

庫
北
関
東
信
越
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
８
‐
６
４
３
‐
３
７
３
９
へ

創
業
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

創
業
後
間
も
な
い
事
業
者
を
対
象
に
、

創
業
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
見
直
し
や
、
こ
れ

か
ら
の
事
業
展
開
に
向
け
た
実
践
的
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
指
導
な
ど
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

時
11
月
1�
日
㈬
・
��
日
㈬
、
1�
時
～
1�
時

場
前
橋
商
工
会
議
所
（
日
吉
町
一
丁
目
）

対
創
業
後
５
年
未
満
の
人
、
先
着
1�
人

申
同
所

☎
０
２
７
‐
２
３
４
‐
５
１
１
５
へ

多
様
な
働
き
方
で
離
職
を
防
ぐ

　
仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立
を
支
援
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
仕
事
と
家
庭
の
両

立
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
、
育
児
・
介
護
休
業
法

の
改
正
や
支
援
プ
ラ
ン
策
定
の
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

時
1�
月
６
日
㈪
1�
時
��
分
～
1�
時
��
分

場
総
合
福
祉
会
館

対
県
内
企
業
の
経
営
者
・
人
事
労
務
担
当

者
、
先
着
��
人

申
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

問
産
業
政
策
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
８
５
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खͷฏΛ߹Θ͔ͤͯΒɺখࢦଆΛ
࣠ʹͯ྆͠खΛ։͘

खͷߕΛલʹ͚ͯ޲։͍ͨ྆खͷࢦ
ઌΛ͖޲߹Θͤɺަޓʹ্Լ͢Δ

޲ઌΛࢦͷࢦखͷฏʹɺӈख̎ࠨ
͚ͯɺ̎ճԼΖ͢

લʹͨ͛޿͚ͯ޲ӈख̎ࢦΛ໨ݩ
͔Βલ΁ग़͢

ಡॻ

өըؑ৆

ʮຊʯ

ʮөըʯ

ʮಡΉʯ

ʮݟΔʯ

ʴ

ʴ

ճ͸ɺझຯʹؔ͢Δख࿩Λ঺հしま͢ɻ͓ࠓ　 え૿͕ؒ࣌ͪ͏
ͨ͜ͷػձʹख࿩ͷֶश΋͍͔͕Ͱしΐ͏͔ɻ
　ຊࣜެࢢ:PV5VCFνϟϯωϧͰ΋ख࿩ͷ঺հಈըΛެ։し
͍ͯま͢ɻ

人
権
標
語

「
お
は
よ
う
」
と
　
毎
朝
　
毎
朝
　
笑
顔
咲
く

桂
萱
東
小
６
年

吉
田�

那
奈
さ
ん

˞�৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱のঢ়گʹΑΓҰ෦の૬ஊΛத͢ࢭΔ৔߹͕͋Γ·͢ɻඞͣ࠷৽৘ใ
Λ֬ೝ͔ͯ͠Βདྷ৔͍ͯͩ͘͠͞ɻ��݄の֤छແྉ૬ஊ

寄付

˔ΤεΞʔϧʹंҜ̍ࢠ ୆Λࢢ
ཱਤॻؗ΁
Μ͞ࢠ੢Ұ׉˔ �́�ສԁΛ৽ܕ
ίϩφ΢Πϧεײછ঱ରࡦͷͨ
Ίʹ
˔௚೿ए༄ྲྀໜඒձʹ̏ ສԁΛ
ʹೖʣͷͨΊߪʢֆຊࢱಐ෱ࣇ
˔ϑΝʔετίʔϙϨʔγϣϯʹ

�൛;Δ͞ͱ納੫ۀا���ສԁ
Λόε࿏ઢҡۀࣄ࣋ͱத৺֗ࢢ
஍࠶ੜۀࣄɺ௨ֶ࿏҆શରࣄࡦ
ʹͷͨΊۀ

手話で話そう 問ো֐෱ࢱ՝
ὸ０２７-２２０- ７̑１１
ϑΝΫε０２７-２２̏-８８̑６

※市民相談（☎027-898-6100）は平日の８時30分～17時15分。家庭児童相談（☎027-223-4148）、母子・父子相談（☎027-220-5701)、DV相談（☎
027-898-6524）、男女共同参画相談（☎027-898-6520）、就学に向けての相談（☎027-210-1234）、消費生活・多重債務相談（☎027-230-1755）
は平日の９時～17時。教育・青少年相談（☎027-230-9090）は平日の10時～17時。自殺予防「群馬いのちの電話」（☎027-221-0783）は９時～24時。
みんなの人権110番（☎0570-003-110）は平日の８時30分～17時15分。

૬ஊ໊・໰͍߹Θͤ 日ɹ࣌ ձɹ৔

๏཯૬ஊ
ὸ������������

Ր༵࣌��ʙ ʢલिͷ໦༵࣌��
Ͱʹి࿩Ͱ予·࣌��ʙ౰೔࣌��
໿Λɻ૬ஊ͸ड͚෇͚ॱͰ࣌間ࢦ
定͸Ͱ͖·ͤΜɻઌண̒ਓ·Ͱʣ

໾ॴࢢ
܎ຽ૬ஊఏҊࢢ
˞૬ஊ͸年౓಺ʹ
�ਓ�ճ

੓૬ஊߦ
ὸ������������

��݄̕೔ 
ʙ࣌�� ࣌��

͔͔͢Θ࿝ਓ෱ࢱ
ηϯλʔ

��݄��೔ ɾ��݄̍೔ ɺ
ʙ࣌�� ࣌�� ෋ެݟ࢜ຽؗ

��݄��೔ 
ʙ࣌�� ࣌�� େࢧމॴ

��݄��೔ 
ʙ࣌�� ࣌��

্઒෵ࢢຽαʔϏε
ηϯλʔ

��݄��೔ 
ʙ࣌�� ࣌��

໾ॴࢢ
܎ຽ૬ஊఏҊࢢ

��݄��೔ 
ʙ࣌�� ࣌�� ॴࢧ৓ٶ

��݄��೔ 
ʙ࣌�� ࣌��

ೆࢢ٦ຽαʔϏε
ηϯλʔ

��݄̏೔ 
ʙ࣌�� ࣌��

౦ࢢຽαʔϏε
ηϯλʔ

૬ஊ໊・໰͍߹Θͤ 日ɹ࣌ ձɹ৔

ެূ૬ஊ
ὸ������������ ��݄̔೔ ࣌��ʙ ࣌�� ໾ॴࢢ

܎ຽ૬ஊఏҊࢢ
ʢड͚෇͚͸૬ஊ
ऴྃ࣌間ͷ��෼
લ·Ͱʣ

૬ஊ࢜ɺ౔஍Ո԰ௐࠪ࢜๏ॻ࢘
ὸ������������ ��݄��೔ ࣌��ʙ ࣌��

૬ஊ࢜੓ॻߦ
ὸ������������ ��݄̒೔ ࣌��ʙ ࣌��

૬ஊ߁݈͍݄ͪ
ὸ������������ ��݄��೔ ࣌̕ʙ ࣌�� อ݈ηϯλʔ

ਫ਼ਆՊҩʹΑΔ͜͜Ζͷ૬ஊ
ὸ������������

��݄��೔ ɾ��೔ ɺ
ʢ֤予໿੍ʣ࣌����෼ʙ࣌��

อ݈ॴࢢ
ͻ͖͜΋Γͷ૬ஊ
ὸ������������

��݄��೔ 
��෼ʙ࣌�� ʢ予໿੍ʣ࣌��

৺഑͝ͱ૬ஊ
ὸ������������ ݄༵ʙ༵ۚɺ࣌��ʙ ࣌�� ి࿩૬ஊͷΈ

ਓ૬ஊࠃ֎
ʢӳޠɾதޠࠃɾϙϧτΨ
ϧޠɾεϖΠϯޠʣ
ὸ������������

ʙ࣌��༵݄ ɺ࣌��
໦༵࣌̕ʙ ࣌��

໾ॴࢢ
ޱਓ૬ஊ૭ࠃ֎
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˔ਤը࡞඼ల
ର৅ߍ・時 ʪ౦ɾେརࠜɾ৽ాɾݩ
૯ࣾೆɾݩ૯ࣾ๺ɾݩ૯ࣾখɺ౦ɾ
ശాɾݩ૯ࣾதʫ11月̑೔ ʙ1�೔
 ʪ౧઒ɾߥ຀খΈ΍ま෼ߍɾ૯ࣾɾ
ਗ਼ཬɾউࢁখɺೆ ٦தΈ΍ま෼ߍɾ
ୈ࿡தʫ11月��೔ ʙ1�月1�೔ 
⦇Θ͘Θ͘ڭ ʮࣨϓϩάϥϛϯάڭ
ࣨɾ௿ֶ೥ʯ
時 11月��೔​1࣌�ʙ1࣌�
対ࢢ಺ॅࡏɾֶࡏͷখ̍ʙখ̎ɺ1�
ਓʢநબʣ
⦈Θ͘Θ͘ڭ ʮࣨ਌ࢠͰྗڠしͯɺ
ϥοΫΛͭ͘Ζ ʂ͏ʯ
時 1�月̐೔​1࣌�ʙ1࣌���෼
対ࢢ಺ॅࡏɾֶࡏͰখֶੜͷ਌ࢠɺ
̔૊ʢநબʣ
￥̍૊���ԁ
⦉ެ։ൃ໌ڭ ʮ̡̙ࣨ̚ͰޫΔΫϦ
εϚε͔͟ΓΛͭ͘Ζ͏ʯ
時 11月��೔ 1࣌�ʙ1࣌�
対ࢢ಺ॅࡏɾֶࡏͰখֶੜͷ਌ࢠɺ
̔૊ʢநબʣ
￥̍૊���ԁ
申⦇⦉͸11月1�೔​⦈͸11月��೔
​ʢ֤ඞணʣまͰʹԟ෮ϋΨΩͰʢ̍
ਓ̍௨ʣɻ໊ࣨڭɾࢯ ʢ໊;Γ͕ͳʣɾ
ੑผɾֶ໊ߍɾֶ೥ɾอ໊ࢯऀޢɾ༣
ศ൪号ɾॅॴɾి࿩൪号Λهೖしɺ˟
��1���1�੢ย֋ொޒஸ໨̔ɾࣇಐ
จԽηϯλʔʮ֤܎ʯ΁

੺৓গ年ࣗવͷՈ
ὸ０２７�２８７�８２２７

˔੺৓αϯλ͕଴ͬͯΔΑʂʙΫϦ
εϚεΩϟϯϓ
時 1�月11೔​ʙ1�೔ ʢ̍ധ̎೔ʣ
対খֶੜɺઌண��ਓ
￥ �
���ԁ
˔਌ࢠͰʂ༑ୡͰʂͯͬ࡞༡΅͏ʂ
ʙ೔ؼΓΫϥϑτମࣨڭݧ⁞
時 1�月1�೔​
対খ̍ʙҰൠɺઌண��ਓ
￥ தֶੜҎԼ͸� 
���ԁɺҰൠ͸
�
���ԁ
ͷεϖγϟϧΩϟϯϓʂʙޙ࠷೥ࠓ˔
΋ͷͮ͘ΓΩϟϯϓ
時 1�月��೔ ʙ��೔ ʢ̎ധ̏೔ʣ
対খதֶੜɺઌண��ਓ
￥̍ສ�
���ԁ
申Ҏ্ͷ̏ͭ͸੺৓গ೥ࣗવͷՈ΁

ಐจԽηンターࣇ
ὸ０２７�２２̐ �２̑ ８̐

ϗʔϜϖʔδΛ͝ࢢ৽৘報͸ຊ࠷　
ཡ͍ͩ͘͞ɻ
˔11月ͷϓϥωλϦ΢Ϝ
時 ʪฏ೔ʫ⁞1࣌���෼ʪ౔೔༵ɾ
ॕ೔ʫ 1࣌���෼⁠11࣌��෼⁡1�
��෼࣌���෼⁢1࣌
಺༰ʹ⁞ͷՐ໦༵ͱ ⁡͸੕࠲ͷ͓
࿩ʮఱഅϖΨεεͱ༐ऀϕϨϩϑΥ
ϯʙϖΨεε࠲෺ޠʯ⁞ͷਫ༵ۚͱ
⁠⁢͸ఱจֶγϦʔζʮ੕ͷΫΠζ
Λͭ͘Ζ͏ʯ

׻ࣇࡀ０ ʂܴॳΊͯͷίン
サーτˍ৺҆Β͙τーク

問 �தԝެຽؗ
ὸ０２７�２１０�２１９９

　ίϩφՒͷดײ࠹ͱҭࣇͷෆ҆΍
೰ΈΛ࿨Β͛ΔͨΊɺ਌ࢠͰָしΊ
Δίϯαʔτͱɺੴݪཧ͞ܙΜΛࢣߨ
ʹ৺མͪண͘τʔΫΛ։࠵しま͢ɻ
時 1�月��೔​1࣌�ʙ1࣌�
場தԝެຽؗ
対ࢢ಺ॅࡏͷ̌ࣇࡀʙೖֶલͷࢠͲ
΋ͱอऀޢɺ��૊ʢநબʣ
申 1�月1�೔ まͰʹ্هೋݩ࣍ίʔ
υͷਃしࠐΈϑΥʔϜͰ

࠲ߨケアޙ࢈
問্भNBNBUP
ὸ０９０�７̐ ２６�２̐ ７６

ɹόϥϯεϘʔϧΤΫααΠζ΍͓
͠Ό΂ΓαϩϯͳͲ̏ճͷ࿈ଓ࠲ߨ
Ͱޙ࢈Λαϙʔτɻ৸૬Ξʔτͷࡱ
Өձ΋࣮͠ࢪ·͢ɻৄ͘͠͸ຊࢢϗ
ʔϜϖʔδΛ͝覧͍ͩ͘͞ɻ͜ ͷࣄ
ࢢΔ͢ࢪಇͰ࣮ڠ੓͕ߦຽͱࢢ͸ۀ
ຽఏҊܕύʔτφʔγοϓۀࣄͷ࠾
୒ۀࣄͰ͢ɻ
時 ��݄��೔ ɾ��೔ ɾ��೔ ɺ
࣌��ʙ࣌��
場தԝެຽؗ
対։࠵೔࣌఺Ͱੜ̔ޙΧ݄ະຬͷࢠ
ͱ฼਌ʢ̏ճ໨ͷΈ෉්ͰࢀՃՄೳʣɺ
ઌண̓૊
￥ ���ԁ
申 ��݄��೔ ·Ͱʹ্भNBNBUP
TBOHPLFB!HNBJM�DPN΁

令和 2 年 4月 2日〜令和 2 年 8月1日生まれの子の募集記事は、本紙1月号に掲載予定です。

２歳になる子を紹介しています

柳
やなぎさわ

澤 知
ち か

花ちゃん
駒形町

町
ま ち だ

田 律
りつ

ちゃん
池端町

齋
さいとう

藤 ほのちゃん
総社町総社

山
やまぐち

口 慧
け い ま

真ちゃん
宮地町

倉
くらもち

持 瑠
る み

海ちゃん
表町二丁目

関
せき

 凜
り お と

響ちゃん
石倉町五丁目
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Ͳ΋ͱҰॹͷָ͠ࢠ
͍ମݧͱ͸ʙ෕਌・
฼਌ͷ͔͔Θり

問 �தԝެຽؗ
ὸ０２７�２１０�２１９９

ҭͯͰͷ෕਌ͱ฼਌ͷؔΘΓํࢠ　
ͳͲΛݟ௚しɺΑΓΑ͍༮ظࣇͷମ
えま͢ɻߟ͍ͯͭʹݧ
時 11月��೔​1࣌���෼ʙ1࣌�
場தԝެຽؗ
対ࢢ಺ॅࡏͰ͓͓ΉͶ̎ࡀʙ̑ࡀͷ
ೖֶલͷࢠͷอޢ ʢऀࢠͲ΋ͷಉ൐
΋Մʣɺ��ਓʢநબʣ
申 11月1�೔ まͰʹ্هೋݩ࣍ίʔ
υͷਃしࠐΈϑΥʔϜͰ

খதֶੜͷスΩーࣨڭ
問εΩʔ࿈ໍࣄ຿ہɾલ͞ݪΜ
ὸ０９０� ０̐１̏ �０２２１

時ʪ⁞খֶੜεΩʔࣨڭʫདྷ೥̍月̔
೔ʙ��೔ͷ౔༵̏ճʪ δϡχΞεΩ
ʔࣨڭʫདྷ೥̍月��೔​ɺ̎ 月̑೔
​ɾ1�೔​ɾ��೔ ɺ̏ 月̒೔ 
場͔ͨしͳݪߴεΩʔ৔ʢརࠜ܊ย
඼ଜʣ
対⁞͸ࢢ಺ॅࡏɾֶࡏͷখ̏ʙখ̒ɺ
ઌண��ਓ ͸ࢢ಺ॅࡏɾֶࡏͷখத
ֶੜɺઌண��ਓ
￥֤̍ສԁʢϦϑτ݊ɾϨϯλϧεΩʔ
ྉ͸࣮අʣ
ਃࠐॻの഑෍ʹࢢεϙʔπڠձϗʔ
ϜϖʔδͰ
申⁞͸1�月11೔​まͰ ͸དྷ೥̍
月̓೔ まͰʹਃࠐॻʹهೖしɺε
Ωʔ࿈ໍࣄ຿ہ΁ϑΝΫεʢ�2��
2���434�ʣͰ

͓΋ͪΌͷපӃ
問ϘϥϯςΟΞηϯλʔ
ὸ０２７�２̏ ２�̏ ８̐ ８

時⁞11月1�೔  ��೔​⁠�1೔ ⁡
��೔​⁢��೔ ɺ1࣌�ʙ1࣌�
場⁞͸ೆࢢ٦ຽαʔϏεηϯλʔ 
͸ٶ৓ެຽؗ⁠͸૯߹෱ࢱձؗ⁡͸
പ઒ࣇಐؗ⁢͸ୈೋίϛϡχςΟη
ϯλʔʢอ݈ηϯλʔ಺ʣ

˔೴τϨスτϨονࣨڭ
時11月1�೔ 1࣌�ʙ1࣌�
対Ұൠɺઌண��ਓ
申11月̎೔ ͔Βಉؗ΁ ˔Ұ日ڭ ʮࣨେհܑ͓͞Μͷएฦ

りମૢʯ
時11月1�೔ 1࣌���෼ʙ1࣌���෼
対Ұൠɺઌண1�ਓ
申11月̔೔ ͔Βಉؗ΁

ࣨڭ௧վળࠊり͜ݞ˔
時11月1�೔ 1࣌�ʙ1࣌�
対Ұൠɺઌண��ਓ
申11月̎೔ ࣌���෼͔Βಉؗ΁

˔Ұ日ڭ ʮࣨύυルମૢʯ
時11月1�೔ 1࣌���෼ʙ11࣌��෼
対Ұൠɺઌண1�ਓ
申11月̐೔ ͔Βಉؗ΁

͠き͠ま
ὸ̌̎ ô̓̎ ̏̏ ô̎ ̍̎ ̍

ὸ̌̎ ô̓̎ ̑̎ ô̏ ̌̓ ̓

ὸ̌̎ ô̓̎ ̔̔ ô̒̍ ̍̏

ὸ̌̎ ô̓̎ ̔̑ ô̏ ̔̌ ̍

͔す͔Θ

͓͓ͱ΋

;͡Έ

ଞʹ΋Πϕϯτ͕ͨ͘͞Μɻৄ͘͠͸֤ؗ
΁໰͍߹Θ͍ͤͯͩ͘͞ɻ

老人福祉センター
ະຬʣࡀ��ະຬ͸ཁೖ৔ྉʢ;͡Έ͸ࡀ��

˔෍で࡞Δクリスマスリース
時11月��೔ 1࣌�ʙ11࣌��෼
対Ұൠɺઌண1�ਓ
￥���ԁ
申11月1�೔ ͔Βಉؗ΁

ὸ̌̎ ô̓̎ ̒̍ ô̌̔ ̔̌
ひろͤ

͔Βͩに͓͍͍͠৯࠲ߨɹɹɹ
ʙجຊͷ৯ࣄで໔Ӹྗアοプʂ

問݈૿߁ਐ՝
ὸ０２７-２２０-̑ ７８̏

　؅ཧӫཆ࢜ͷߨ࿩Ͱ৯ࣄͷجຊΛ
ֶͼɺ໔ӸྗΛߴΊま ɻ͢
時 1�月1�೔ 1࣌�ʙ11࣌��෼
場อ݈ηϯλʔ
対ࢢ಺ॅࡏɾۈࡏͷਓɺઌண1�ਓ
申 11月1�೔ ʙ1�月̔೔ ʹ݈߁
૿ਐ՝΁

アプリでଓ͚Δ݈߁΢
ΦーΩング

問݈૿߁ਐ՝
ὸ０２７-２２０-̑ ７０８

࢓ɻ࠵ԋձΛ։ߨまえばし�1߁݈　
Ͱ๩し͍ਓΛର৅ʹ΢ΦʔΩϯάΛࣄ
ଓ͚Δͭ͜Λֶͼま͢ɻࢣߨ͸ϠϚτ
ͷ৬һͰ͢ɻڮຽମҭؗલࢢ
時 1�月̎೔ 1࣌���෼ʢΦϯϥΠ
ϯ͸ޙ೔ʣ
場தԝެຽ͔ؗΦϯϥΠϯ
対ࢢ಺ॅࡏɾۈࡏͷਓɺ��ਓʢநબʣ
申 11月̑೔ ʙ1�೔ ʹిࢠਃ੥Ͱ

ࣨڭΉྗΛ͸͙͘Ήט
問௕णแׅέΞ՝
ὸ０２７�８９８�６１̏ ̏

　ࣗ୐ͰͰ͖ΔޱͷखೖΕ΍τϨʔ
χϯάํ๏ɺט

ㆉ
Ήྗʹ߹Θͤͨ৯ࣄ

Γͷͭ͜Λ঺հしま͢ɻ࡞
時1�月�1೔ 1࣌���෼ʙ1࣌�
場૯߹෱ࢱձؗ
対ࢢ಺ॅࡏͷࡀ��Ҏ্ͷਓɺઌண��ਓ
申 1�月̔೔ まͰʹ௕णแׅέΞ՝΁
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　ϩϘοτࢧԉखज़ͱ͍ͬͯ΋ɺਓܕϩϘοτ͕ख
ज़ͷॿखʹͳΔΘ͚Ͱ͸͋ΓまͤΜɻਖ਼໊ࣜ͸ʮϩ
ϘοτࢧԉԼ಺ڸࢹखज़ʯͱ͍͍ɺ಺ڸࢹखज़ͷ
ҰͭͰ͢ɻμϰΟϯνɾγεςϜͱ΋ݺばΕま͢ɻ
಺ڸࢹΧϝϥ΍खज़ث۩Λͭ࣋ͷ͕ɺਓͷखͰ͸
ͳ͘ϩϘοτͷखʢΞʔϜʣʹͳΓま͢ɻ͜ͷΞʔϜ
͸ɺૢॎ੮Ͱҩ͕ࢣίϯτϩʔϥʔΛૢ࡞しͯಈ͔
しま͢ɻϩϘοτͷΞʔϜ΍಺ڸࢹΧϝϥʹ͸͞ま

͟まͳػೳ͕͋ΓɺਓͷखΑΓ΋ਫ਼ີͰ҆શੑͷ
खज़͕し΍͘͢ͳΓま͢ɻͦͷ෼ɺ೉し͍खज़͍ߴ
͕し΍͘͢ɺମ΁ͷෛ୲΍߹ซ঱ͷݥة΋গͳ͘ͳ
Γま͢ɻң͕ΜͳͲͷ͕Μ΍ɺےٶࢠजͷखज़ʹอ
͸ɺͦΕͧʹ࣌దԠ͕͋Γま͢ɻखज़Λड͚Δݥ
Εͷखज़ͷ௕ॴ΍୹ॴͳͲಛ௃ʹ͍ͭͯৄし͘આ
໌Λड্͚ͨͰબ୒͢Δ͜ͱ͕େ੾Ͱ͢ɻ
� લࢢڮҩࢣձ　ਫౡ�࿨޾

ロボット支援手術

ೝ஌঱ΛޠΔカϑΣ
問௕णแׅέΞ՝
ὸ０２７-８９８-６１̏ ̏

時 1�月1�೔ 1࣌�ʙ1࣌�
場 �1まえばしؾݩ9*#`,
対ࢢ಺ॅࡏͰೝ஌঱ͷਓͱͦͷՈ଒΍
ೝ஌঱ࢧԉʹؔ৺ͷ͋Δਓɺઌண1�ਓ
申௕णแׅέΞ՝΁

հޢ༧๷׆ಈポインτొ࿥ݚमձ
問ϘϥϯςΟΞηϯλʔ
ὸ０２７-２̏ ２-̏ ８̐ ８

時 1�月1�೔ 1࣌���෼
場૯߹෱ࢱձؗ
対ࡀ��Ҏ্ͷਓ
申ϘϥϯςΟΞηϯλʔ΁

テϨホンサーϏス߁݈
ὸ０２７-２̏ -̐̐ ９７０

　ೋݩ࣍ίʔυ͔Β݈߁૬ஊͱաڈ
ͷ݈߁৘報ͷ͕ࡧݕͰ͖ま͢ɻ
曜日・಺༰ ʪ́月༵ʫϦ΢Ϛνͱ໔
ӸʪՐ༵ʫ月ܦ௧ͱग़݂ ʪྔਫ༵ʫ
݂࠾ͱδϡʔεͱ͓΍ͭʪ໦༵ʫࣃ
ͳしͰ݂ؒ࣌��౶ଌఆʪ༵ۚʫໟછ
Ίʪ౔೔༵ʫ໷೘঱ͬͯԿ͔ࡀΒʁ
௚઀相談タイムʢࣃՊʣ́ ࢣՊҩࣃ
͕௚઀૬ஊɻ11月11೔ 1࣌���෼
ʙ�1࣌

༧໿੍でঁੑͷ͕Μݕ਍
問݈૿߁ਐ՝
ὸ０２７-２２０-̑ ７８̐

ݕしま͢ɻશͯͷࢪ਍Λ࣮ݕஂू　
਍Ͱࣄલ༧໿ͱड਍γʔϧ͕ඞཁ
ʢઌணॱͰఆһ͋Γʣɻඞͣࣗ୐Ͱ
まͤɺϚεΫண༻Ͱड਍しͯࡁԹΛݕ
͍ͩ͘͞ɻମௐෆྑͷ࣌͸ड਍Λ߇
え͍ͯͩ͘͞ɻ
時⁞1�月1�೔ ɾ1�೔ ɺ1࣌�ʙ
⁡ དྷ೥̍月̒೔ ⁠̓೔ ࣌�1
11೔ ⁢1�೔ ⁣1�೔ ɺ1࣌�ʙ
��෼࣌�1
場⁞͸อ݈ηϯλʔ ͸๕լࢢຽα
ʔϏεηϯλʔ⁠͸Լ઒෵ࢢຽαʔ
Ϗεηϯλʔ⁡͸૯ࣾࢢຽαʔϏε
ηϯλʔ⁢͸ೆࢢ٦ຽαʔϏεηϯ
λʔ⁣͸̟̖લࢢڮຊॴʢ෋ాொʣ
申⁞͸11月1�೔ ʙ1�月̒೔ ʹ
ਐ՝΁૿߁݈
 ʙ⁣͸11月��೔ まͰʹ̟̖લ
෦ۀӦࢢڮ
ὸ０２７ʖ２６１ʖ̏ ８̏２΁

ʯ߁ʮ͓口ͷ݈࠲ߨ߁ຽ݈ࢢ
問݈૿߁ਐ՝
ὸ０２７-２２０-̑ ７０８

　໺ଜࣃՊҩӃɾ໺ଜਖ਼広͞ΜΛߨ
ष΍ޱͳΔʹؾͰ׆ɺϚεΫੜʹࢣ
पපͳͲʹֶ͍ͭͯͼま͢ɻࣃ
時 11月��೔ 1࣌���෼
場ୈೋίϛϡχςΟηϯλʔʢอ݈
ηϯλʔ಺ʣ
対Ұൠɺઌண��ਓ
申 11月1�೔ まͰʹ݈૿߁ਐ՝΁

ԎνϟϨンジक़ې

問݈૿߁ਐ՝
ὸ０２７-２２０-̑ ７８̐

時 1�月�1೔ ɾ��೔ ɾདྷ೥̍月
��೔ ɾ��೔ ͷ͏ͪ̍ؒ࣌ఔ౓
場อ݈ηϯλʔ
対ࢢ಺ॅࡏɾۈࡏͷਓ
申֤։࠵೔̍िؒલまͰʹ݈૿߁ਐ
՝΁

ମ૊੒ଌఆձ

問ϠϚτࢢຽମҭؗલڮ
ὸ０２７-２６̑ -０９００

時 11月��೔ ʙ��೔ ɺ̕ ࣌��ʙ࣌
場ϠϚτࢢຽମҭؗલڮ
対খֶੜҎ্ɺ1��ਓ
= 1��ԁ
申౰೔ձ৔΁௚઀
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夜
間
・
救
急
な
ど

໷ؒٸප਍ྍॴɹὸ�2��243��111
朝日町四丁目９-５　内科と小児科　20時～23時
※12月５日㈰から、日曜・祝日の９時～12時も診療。
�����ମ੍ʣɹὸ�2��221ؒ࣌පӃҊ಺ʢ24ٸٹ
※メモの用意をしてから連絡してください。
͜Ͳ΋ҩྍి࿩૬ஊɹ�8���ɹ月～土曜＝18時～翌８時、
日曜・祝日＝８時～翌８時
※IP電話・ダイヤル回線からはつながりません。携帯電話か
らかけてください。

歯
　
科

�日਍ྍॴɹὸ�2��23��3�8ٳձࢣՊҩࣃࢢ
岩神町二丁目19-９
日曜・祝日、10時～12時・13時～15時

薬
　
局

��ɹὸ�2��223�84ہձձӦༀࢣࡎༀࢢ
紅雲町一丁目２-15
日曜、９時30分～16時
※祝日は最寄りの薬局に問い合わせてください。

਍ྍؒ࣌͸࣌̕ʙ1࣌�ɻඅ༻͸ٳ日ͷॳ਍ྉۚɻ
໨త͸ɺٸͳපؾ΍͚͕ͳͲͷ਍ྍྍ࣏Ͱɺॲํ日਺͸̍日ʙ਺日Ͱ͢ɻ

ຊ12ࢴ月߸ͷٳ日౰൪ҩ͸12月12日㈰͔Β͠ࡌܝ·͢ɻ

ͱ΋ʹ�2�Ͱ͢ɻࢢ࡚ߴɾࢢڮ൪͸લہ֎ࢢ˞
※
発
熱
が
あ
る
人
は
事
前
に
電
話
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

市医師会
HP

※11月７日・21日・28日の婦人科は12時まで。13時～18時は産科婦人科舘出張佐藤病院（高崎市若松町☎027-322-2243）で診療。
※高崎市の当番診療所は18時まで診療。
※場合によっては発熱患者の対応ができない当番医もあります。

接 骨 院 ・ 整 骨 院 の 休 日 当 番
11月７日㈰ ҭӳϝディΧルઐ໳ֶߍෟଐイクϝ઀ࠎ院（ݹ市町一丁目）ὸ������������ 11月23日㈫ おおさわ઀ࠎ院（ௗऔ町）ὸ������������

11月14日㈰ Τール整ࠎ院（端気町）ὸ������������ 11月28日㈰ ย山᭥پ整ࠎ院（લശ田町）ὸ������������

11月21日㈰ ������������ὸ（੉町二丁目޿）院ࠎ઀ߐۙ 12月５日㈰ 野口઀ࠎ院（総社町総社）ὸ������������

খࣇՊ ಺ɹɹՊ ֎ɹɹՊ ්ਓՊ ࣖඓՊ Պ؟

11
月
７
日
㈰

おうみこども
クリニック
（児）
総社町総社
☎253-6600

みやぎ
クリニック
（内）
鼻毛石町
☎280-2510

安部内科医院

（内）
南町三丁目
☎221-2339

遠藤内科医院

（内児）
野中町

☎261-3711

小板橋医院

（外）
上泉町

☎261-2122

堺堀整形
外科医院
（整）

富士見町時沢
☎260-5125

斎
※
川産婦人科
医院
（婦）

高崎市岩押町
☎327-0462

いいづか・
たきた医院
（耳鼻）
高崎市沖町
☎343-3387

大西眼科

（眼）
高崎市中居町
☎353-1303

11
月
14
日
㈰

ベル小児科
クリニック
（児）

川原町二丁目
☎289-2580

外山内科・循環器
内科クリニック
（内）

荒牧町二丁目
☎232-8000

すがの
内科医院
（内）

総社町植野
☎256-8121

山口内科
クリニック
（内）
上沖町

☎260-6500

小竹整形外科

（整）
三俣町三丁目
☎231-0495

中村外科医院

（外）
文京町一丁目
☎221-3951

いとうレディース
クリニック
（産婦）
朝倉町

☎290-3531

赤沢耳鼻
咽喉科医院
（耳鼻）

城東町五丁目
☎232-7691

しみず眼科
クリニック
（眼）
樋越町

☎230-4611

11
月
21
日
㈰

すぐた医院ゆう子
キッズクリニック
（児）
光が丘町
☎251-5622

小林内科胃腸科
クリニック
（内）
朝倉町

☎290-3200

斎藤医院
（南町）
（内）

南町二丁目
☎221-0258

吉野医院

（内）
三俣町二丁目
☎232-3333

ほしの整形外科
クリニック
（整）
六供町

☎226-6500

おかむら
クリニック
（外）

西片貝町三丁目
☎223-8088

高
※
崎市夜間休日
急病診療所
（婦）

高崎市高松町
☎381-6119

吉見耳鼻
咽喉科医院
（耳鼻）

高崎市新紺屋町
☎326-8733

小林眼科

（眼）
高崎市南大類町
☎353-4110

11
月
23
日
㈫

戸所
小児科医院
（児）

総社町二丁目
☎253-2351

いわさき
内科・皮ふ科
（内）
稲荷新田町
☎212-1010

うしいけ内科
クリニック
（内）
元総社町
☎289-0841

紀内科医院

（内）
住吉町一丁目
☎235-5080

群馬ペイン
クリニック病院
（整）
亀里町

☎265-0999

狩野外科医院

（外内）
日吉町四丁目
☎231-7025

ベルフィーユ今井
レディースクリニック
（産婦）
南町四丁目
☎223-3114

斉藤クリニック
耳鼻科
（耳鼻）
日輪寺町
☎235-8880

前橋みなみモール
眼科
（眼）
新堀町

☎290-3733

11
月
28
日
㈰

かなざわ小児科
クリニック
（児）
幸塚町

☎289-0313

まえはら内科

（内）
下小出町二丁目
☎212-7313

ソレイユあさひ
クリニック
（内）

朝日町一丁目
☎243-5169

宮石内科医院

（内）
上細井町
☎234-1876

東前橋
整形外科病院
（整）
西大室町
☎268-5777

掛川医院

（外内）
総社町二丁目
☎251-0415

セ
※
キールレディース
クリニック
（婦）

高崎市栄町
☎330-2200

耳鼻咽喉科
やまぐち医院
（耳鼻）

高崎市柴崎町
☎353-5473

高山眼科
緑町医院
（眼）

高崎市緑町
☎361-6888

12
月
５
日
㈰

まりこどもアレルギー
クリニック
（児）
元総社町
☎226-6844

町田内科
クリニック
（内）
茂木町

☎280-2800

佐治内科医院

（内児）
端気町

☎264-3500

八代医院

（内）
川曲町

☎255-0846

込谷
クリニック
（外）

岩神町四丁目
☎231-0366

しおざわ整形外科
クリニック
（整）
上細井町
☎219-1199

中野産婦人科
医院

（産婦）
国領町二丁目
☎233-5588

町井
耳鼻咽喉科
（耳鼻）

文京町二丁目
☎221-2551

宮久保眼科

（眼）
荒牧町二丁目
☎234-3511
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前橋市元総社町799番地16

玉掛け・小型移動式クレーン
技能講習開始しました！！
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　秋を代表する果物、カキが市内でも収穫の
時季を迎えました。10月から11月頃までが
主なカキの収穫期ですが、12月頃まで楽し
める品種もあります。カキは１個に１日に
必要な量のビタミンＣや、カリウム、タンニ
ンなどが含まれている栄養豊富な果物。市内
で採れたカキをぜひ食べてみて
ください。市内の旬な果物情報は

「まえふる」をご覧ください。
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